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学士力を鍛える

政
府
は
２
０
０
８
年
７
月
に
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
中

の
高
等
教
育
に
お
け
る
重
点
項
目
と
し
て
次
の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
１
�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
推
進
と
生
涯
を
通
じ
た
学
び
直
し
の
機
会
の
提
供

の
推
進
、
２
�
大
学
等
の
教
育
力
の
強
化
と
質
保
証
、
３
�
卓
越
し
た
教
育
研
究

拠
点
の
形
成
と
大
学
等
の
国
際
化
の
推
進
。

そ
こ
に
お
い
て
大
学
に
お
け
る
社
会
人
の
受
け
入
れ
、
「
学
士
力
」
の
達
成
を

目
指
し
た
厳
格
な
成
績
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
教
員
の
教
育
力
の
向
上
の
た
め

の
実
効
あ
る
取
り
組
み
、世
界
の
最
高
水
準
の
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
１
５
０
、

留
学
生
３０
万
人
計
画
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

法
政
大
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
受
け
身
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り

積
極
的
に
対
応
す
べ
く
７
月
に
「
明
日
の
法
政
を
創
る
」
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
全
学
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
自
由
な
討
論
の
中
で
考
え
る

こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
学
院
、
各
学
部
教
授

会
、
研
究
所
、
職
員
、
中
高
教
員
す
べ
て
か
ら
自
由
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
審
議
会
の
も
と
に
作
業
部
会
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
審
議
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
現
在
発
足
し
て
い
る
作
業
部
会
は
、
学
部
教
育
の
充
実
化
、
大
学

院
改
革
、
付
属
校
改
革
・
高
大
連
携
、
国
際
化
推
進
、
研
究
高
度
化
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
発
展
で
あ
る
。

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
中
心
的
な
論
点
は
こ
の
中
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は

本
学
の
取
り
組
み
は
最
先
端
を
走
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
２
０
０
３
年
に
全
国
に

先
駆
け
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
設
置
し
、
大
学
１
年
生
か
ら
職
業
、
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
学
部
で
も
、
低
学
年
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会

人
の
た
め
の
再
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
力
の
向
上
に
関
し
て
は
Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
こ
れ
を
す
す
め

て
い
る
。
Ｆ
Ｄ
（Faculty

D
evelopm

ent

）
と
は
「
教
員
が
授
業
内
容
・
方
法

を
改
善
し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
な
取
り
組
み
」
の
こ
と
で
、
現
在
年
２

回
の
学
生
に
よ
る
教
員
評
価
を
実
施
し
、教
員
の
教
育
力
充
実
に
役
立
て
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
秋
に
「
大
学
評
価
室
」
を
設
置
し
、
大

学
の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

卓
越
し
た
研
究
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）

で
は
、
本
学
は
国
際
日
本
学
で
の
採
択
以
降
、
新
た
な
る
獲
得
へ
の
挑
戦
が
課
題

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
研
究
高
度
化
の
た
め
の
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な

挑
戦
を
い
か
に
し
て
い
く
か
審
議
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
国
際
化
に
つ
い
て
も
よ

り
多
く
の
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て
い
る
。

以
上
本
学
の
取
り
組
み
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
後
と
も
教
育
と
研
究

の
充
実
の
た
め
全
学
の
力
を
結
集
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

巻 頭 言

総
長

明
日
の
法
政
を
考
え
る

http : //www.hosei.ac.jp/
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後
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い
よ
い
よ
２
０
０
９
年
４

月
、多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
部（
仮
称
）」

を
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
く
文
部

科
学
省
へ
認
可
を
申
請
し
て

い
る（
０８
年
１１
月
末
現
在
）。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
個
人
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、

こ
の
学
部
の
最
大
の
目
的
で

あ
る
。
豊
か
さ
と
利
便
性
を

求
め
た
結
果
、
生
活
様
式
が

一
変
し
、
青
少
年
の
体
力
低

下
、
勤
労
世
代
の
運
動
不
足

や
中
高
年
世
代
の
健
康
不
安

が
、
わ
が
国
の
将
来
を
左
右

す
る
事
態
と
し
て
認
識
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
病
気
を
予
防
し
健
康
を

維
持
・
増
進
す
る
た
め
の

『
健
康
科
学
』
と
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と

し
た
『
ス
ポ
ー
ツ
科
学
』
は

切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
健

康
」
は
、
現
代
人
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誰

も
が
自
由
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
環

境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学

部
（
仮
称
）
が
目
指
す
も
の

は
、
単
に
運
動
技
術
の
習
得

と
い
う
意
味
の
「
ス
ポ
ー
ツ

科
学
」
だ
け
で
は
な
く
、
科

学
的
な
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

と
健
康
を
学
び
、
現
代
人
が

抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
、
広
く
社

会
で
実
践
で
き
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
。

専
門
教
育
の
柱
は
以
下
の

３
コ
ー
ス
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
。

□
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

き
な
目
的
で
あ
る
「
ヘ
ル
ス

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」

□
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

点
か
ら
社
会
を
考
察
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
社
会
貢
献
を
目
指

す
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
ス
」

□
科
学
的
に
指
導
法
を
分
析

す
る
こ
と
を
学
び
、
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
界
を
担
う
指
導
者

は
も
と
よ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
や
教
育
の
現
場
に
お
い

て
、
健
康
増
進
、
体
力
向
上

な
ど
の
実
践
力
の
あ
る
指
導

者
を
養
成
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
チ
ン
グ
コ
ー
ス
」

な
お
、
こ
れ
ら
３
コ
ー
ス

に
設
置
さ
れ
た
科
目
は
横
断

的
に
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
、
偏
っ
た
知
識
と
な
ら
な

い
よ
う
教
育
課
程
に
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
で
は
初
め
て

と
な
る
中
学
・
高
校
一
種

「
保
健
体
育
」
の
教
員
免
許

状
を
取
得
す
る
た
め
の
教
職

課
程
を
備
え
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
健
康
運
動
指

導
士（
養
成
講
習
会
免
除
）、

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ

ー（
受
験
資
格
）な
ど
、
今
後

ま
す
ま
す
活
躍
の
場
が
期
待

で
き
る
各
種
資
格
課
程
の
認

定
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

１１
月
末
現
在
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
審
議
継
続
中
で
あ

り
、
結
果
に
つ
い
て
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

で
あ
る
。

２
０
１
０
年
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
教

学
改
革
を
続
け
る
。

学
部
と
し
て
は
、
２
０
０

０
年
に
開
設
し
た
現
代
福
祉

学
部
現
代
福
祉
学
科
を
、「
ウ

ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
実

現
と
い
う
学
部
創
設
以
来
の

教
育
研
究
理
念
を
さ
ら
に
継

承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
（
仮
称
）
と
臨
床
心

理
学
科
（
仮
称
）
の
二
学
科

制
に
再
編
す
る
。

ま
た
、
大
学
院
で
は
１
研

究
科
、
２
専
攻
の
開
設
を
構

想
し
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
研
究
科

（
仮
称
）
は
、
従
来
の
工
学

教
育
に
軸
足
を
置
き
な
が

ら
、
ほ
か
の
学
問
分
野
の
知

識
と
の
融
合
に
よ
る
「
新
し

い
価
値
を
創
造
し
デ
ザ
イ
ン

す
る
工
学
」
と
し
て
総
合
デ

ザ
イ
ン
力
を
養
成
し
、
よ
り

高
度
な
研
究
教
育
を
実
施
す

る
こ
と
を
理
念
と
す
る
。

政
治
学
研
究
科
国
際
政
治

学
専
攻
（
仮
称
）
は
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
ア
ジ

ア
国
際
政
治
の
双
方
で
、
高

度
な
実
践
的
知
識
と
英
語
力

を
身
に
つ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
。工

学
研
究
科
生
命
機
能
学

専
攻
（
仮
称
）
が
対
象
と
す

る
生
命
科
学
分
野
は
、
科
学

技
術
の
将
来
の
夢
を
託
さ
れ

た
領
域
で
あ
り
、
急
速
に
進

展
す
る
先
端
科
学
の
情
報
を

咀
嚼
（
そ
し
ゃ
く
）
し
、
自

立
し
た
研
究
者
・
技
術
者
と

し
て
活
躍
し
う
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

０９
年
４
月
か
ら
、
大
学
院

政
策
創
造
研
究
科
と
専
門
職

大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
で
は
、

静
岡
市
の
施
設
を
借
用
し

て
、
東
京
で
行
わ
れ
る
平
日

夜
間
の
授
業
を
遠
隔
会
議
テ

レ
ビ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
静

岡
で
受
講
で
き
る
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す

る
。
さ
ら
に
授
業
に
よ
っ
て

は
、
講
師
と

の
対
面
授
業

も
取
り
入
れ

る
（
た
だ
し

土
曜
に
限
っ
て
は
東
京
で
受

講
す
る
こ
と
と
な
る
）
。
こ

れ
に
よ
り
、
２
年
で
大
学
院

修
士
課
程
を
修
了
で
き
る
。

遠
隔
会
議
テ
レ
ビ
・
シ
ス

テ
ム
で
は
、
東
京
か
ら
の
一

方
向
の
授
業
で
は
な
く
、
静

岡
か
ら
も
授
業
参
加
が
で
き

る
双
方
向
の
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
お
り
、
遠
隔
に
も
か

か
わ
ら
ず
授
業
効
果
が
非
常

に
高
く
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
開
設
に
つ
い
て
は
、
０７

年
か
ら
静
岡
市
側
と
折
衝
を

重
ね
て
お
り
、
０８
年
１０
月
６

日
、
静
岡
市
庁
舎
で
静
岡
市

長
・
本
学
総
長
間
で
産
業
振

興
と
人
材
育
成
の
協
力
に
関

し
て
の
協
定
書
調
印
式
が
行

わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
正
式

に
開
設
を
発
表
し
た
。

静
岡
県
は
製
造
業
で
全
国

第
３
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

０９
年
に
静
岡
空
港
の
開
港
が

あ
り
、
市
町
村
合
併
後
の
行

政
、
県
の
産
業
振
興
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、

法
政
大
学
が
行
政
の
専
門
家

を
養
成
し「
地
域
づ
く
り
」に

貢
献
す
る
政
策
創
造
研
究
科

と
、経
営
の
改
革
者（
イ
ノ
ベ

ー
タ
）を
養
成
し「
１
年
で
１０

年
の
差
を
付
け
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

を
静
岡
市
で
開
設
す
る
こ
と

で
、
静
岡
市
と
そ
の
近
辺
の

地
域
に
大
き
な
貢
献
を
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

両
研
究
科
・
専
攻
の
入
学

定
員
各
５
人
の
確
保
を
目
指

し
、
開
設
記
念
特
別
講
座
を

静
岡
市
に
お
い
て
０８
年
６
月

か
ら
１１
月
ま
で

９
回
開
催
し
、

さ
ら
に
静
岡
県

の
校
友
連
合
会

支
部
・
後
援
会
支
部
・
各
種

法
政
会
な
ど
に
協
力
依
頼
を

行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
静
岡
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
功

に
向
け
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
長
で
あ
り
静
岡
在

住
、
静
岡
県
で
は
知
名
度
が

抜
群
で
あ
る
政
策
創
造
研
究

科
・
坂
本
光
司
教
授
を
先
頭

に
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

奮
闘
し
て
い
る
。

０８
年
４
月
開
設
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ

�
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
。

そ
の
５０
人
と
い
う
入
学
定
員

は
全
国
で
も
最
小
規
模
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
学
部

理
念
の
真
の
実
現
に
向
け
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
高
性
能
化
に

こ
だ
わ
っ
た
結
果
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
事
実
、
初
年
度
入

試
に
お
い
て
９
０
０
人
を
超

え
る
志
願
者
を
集
め
、
大
手

予
備
校
に
よ
り
６５
に
迫
る
難

易
度
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

少
人
数
制
の
英
語
イ
マ
ー
ジ

ョ
ン
教
育
が
、
現
代
の
日
本

社
会
に
広
く
支
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
物
語
る
。
政
治
・

ビ
ジ
ネ
ス
界
は
も
ち
ろ
ん
、

音
楽
や
映
画
を
は
じ
め
と
す

る
大
衆
文
化
の
領
域
で
も
英

語
が
地
球
共
通
の
言
語
媒
体

と
な
っ
て
久
し
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
従
来
の
翻
訳
を
介

し
て
の
教
育
・
研
究
で
は
、最

新
知
識
の
獲
得
と
発
信
に
著

し
い
遅
れ
と
不
正
確
さ
が
生

じ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
は
、
一
般
の
高

校
の
よ
う
に
英
語
自
体
を
学

習
す
る
た
め
の
授
業
は
用
意

さ
れ
て
い
な

い
。
英
語
を
道

具
と
し
て
存
分

に
使
い
、
文
化

・
社
会
現
象
に

か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
科

目
を
学
ぶ
こ
と

に
主
眼
が
あ

。
る

と
は
い
え
、「
４

年
間
の
国
内
留

学
」
と
別
称
さ

れ
る
よ
う
に
、

毎
日
が
英
語
漬

け
ゆ
え
、
英
語

力
の
さ
ら
な
る

向
上
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が

あ
る
。
来
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
Ｓ
Ａ
（
留
学
）
は
、

現
地
学
生
と
と
も
に
学
部
授

業
を
履
修
す
る「
正
規
留
学
」

で
あ
る
。
入
学
段
階
で
す
で

に
海
外
の
一
流
大
学
に
入
学

可
能
な
英
語
力
を
持
つ
者
も

少
な
く
な
い
が
、
ほ
か
の
学

生
た
ち
も
こ
の
１
年
間
で
十

分
に
机
を
並
べ
ら
れ
る
レ
ベ

ル
に
達
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

こ
の「
英
語
漬
け
効
果
」を

高
め
て
い
る
の
が
、
徹
底
し

た
少
人
数
教
育
で
あ
る
。
大

多
数
の
授
業
が
１０
〜
２０
人
以

下
で
あ
り
、
出
席
を
と
る
必

要
も
な
い
程
で
あ
る
。ま
た
、

学
生
と
教
職
員
が
勉
学
や
日

常
生
活
を
共
に
英
語
で
語
り

合
え
る
場
と
し
て
、GIS

Com
m
on
Room

を
開
設
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
教
員

も
学
生
も
海
外
と
同
様
、
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
で
呼
び

合
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
か
、
学
部
長
た
る

私Yutai

の
姓
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
こ

と
は
、
遺
憾
で
は
あ
る
。

理
工
学
部
が
発
足
し
１
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

教
学
改
革
の
客
観
的
な
評
価

に
は
、
な
お
時
間
を
要
す
る

が
、
現
場
で
は
確
か
な
手
応

え
を
得
て
い
る
。
全
学
統
一

で
行
わ
れ
る
英
語
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
�
ス
コ
ア
や
工
学
部
時
代

か
ら
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

数
学
・
理
科
の
プ
レ
ー
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
（
学
力
判
定
テ

ス
ト
）
の
結
果
は
改
善
し
て

お
り
、
質
の
高
い
学
生
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。
少
し
専
門
的
な
表

現
に
な
る
が
、
例
え
ば
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
ス
コ
ア
で
は
各
パ

ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
が
改
善
し

統
計
的
に
有
意
な
分
布
全
体

の
シ
フ
ト
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
合
格
圏
に
あ
る

受
験
者
母
集
団
の
基
礎
学
力

の
向
上
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
。

理
工
学
部
で
は
学
習
者
中

心
の
教
育
（Learner

Cen-
tered

Education

）
を
教
育

理
念
の
一
つ
に
据
え
、
他
学

科
の
科
目
履
修
を
可
能
と
す

る
な
ど
学
び
の
多
様
性
に
対

応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
る
。
一
方
、
昨
今
大

学
卒
業
生
の
能
力
低
下
が
議

論
さ
れ
、
卒
業
生
の
質
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
理
工
学
部
で

は
、
こ
の
卒
業
生
の
質
の
確

保
と
学
び
の
多
様
性
を
両
立

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
上
の
工
夫
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
学
生
自
身
の
学
習

に
対
す
る
動
機
付
け
を
強
め

る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。
新
た

な
知
識
を
獲
得
し
創
造
的
な

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
こ

と
、
そ
れ
自
身
が
楽
し
く
わ

く
わ
く
す
る
体
験
で
あ
る
と

い
う
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

高
学
年
に
配
当
さ
れ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
少
人
数

ゼ
ミ
教
育
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ

ー
の
活
性
化
や
、
低
学
年
の

学
生
に
対
す
る
高
学
年
の
成

績
優
秀
者
が
学
習
支
援
を
行

う
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
導
入
な

ど
に
よ
り
、
学
生
に
高
い
動

機
づ
け
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
金
井
再
開
発
も
進
み
９

月
に
東
館
が
竣
工
し
理
工
学

部
新
入
生
の
講
義
は
す
べ
て

こ
の
新
校
舎
で
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
、
北
館
（
仮
称
）

が
竣
工
し
新
入
生
が
ゼ
ミ
に

配
属
す
る
時
に
は
研
究
・
実

験
室
も
充
実
し
た
も
の
に
な

る
。
一
新
さ
れ
る
教
育
・
研

究
環
境
の
も
と
理
工
学
部
の

教
学
面
で
の
一
層
の
充
実
と

発
展
を
目
指
し
た
い
。

■
航
空
操
縦
学
専
修
の
学
生

が
初
の
飛
行
実
習

０８
年
４
月
開
設
の
理
工
学

部
機
械
工
学
科
航
空
操
縦
学

専
修
の
学
生
た
ち
の
初
め
て

の
飛
行
実
習
（
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
ズ
フ
ラ
イ
ト
）
が
福
島

空
港
で
８
月
１１
日
か
ら
９
月

５
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
ひ
と

つ
の
事
故
も
な
く
予
定
ど
お

り
終
了
し
た
。

飛
行
実
習
開
始
に
先
立

ち
、
８
月
１０
日
に
松
本
友
作

福
島
県
副
知
事
な
ど
来
賓
多

数
が
参
席
し
開
講
式
が
行
わ

れ
、
続
い
て
教
官
な
ら
び
に

代
表
の
学
生
２
人
が
最
新
鋭

の
練
習
機（Diam

ond
Air

craft

社

製
Ｄ
Ａ
４０
型
）
に

乗
り
込
み
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を

実
施
。
地
元
マ
ス
コ
ミ
な
ど

も
取
材
に
訪
れ
、
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
な
ど
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

８
月
１１
日
以
降
、
１
班
６

人
（
全
４
班
）
体
制
で
、
１

班
あ
た
り
１
週
間
を
か
け
実

習
を
行
い
、
旋
回
・
上
昇
・

下
降
な
ど
の
基
本
的
な
エ
ア

ワ
ー
ク
、
空
港
周
辺
の
場
周

飛
行
、タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
、

無
線
通
信
な
ど
飛
行
実
習
の

ほ
か
、
航
空
気
象
、
航
空
管

制
、飛
行
安
全
な
ど
の
座
学
、

空
港
施
設
、
管
制
塔
、
気
象

台
、
エ
ア
ラ
イ
ン
な
ど
の
見

学
も
実
施
し
、
プ
ロ
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
し
て
共
通
に
必
要

な
事
柄
を
学
ん
だ
。

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
開
設

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

２
０
０
９
年
４
月
開
設
予

定
で
、
現
在
、
文
部
科
学
省

に
設
置
認
可
申
請
中
の
ス
ポ

ー
ツ
健
康
学
部
（
仮
称
）
開

設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
た
。
７
月
２６
日
の
第
１

回
「
ス
ポ
ー
ツ
が
ひ
ら
く
無

限
の
可
能
性
」
で
は
、
江
本

孟
紀
氏
（
元
参
議
院
議
員
）

と
神
和
住
純
工
学
部
教
授
に

よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、

続
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学

部
が
目
指
す
も
の
」
と
題
し

た
本
学
教
員
に
よ
る
提
言
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

続
い
て
９
月
２７
日
の
第
２

回
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
リ
ー

ド
す
る
」
で
は
、
西
沢
邦
浩

氏
（
日
経
ヘ
ル
ス
プ
ル
ミ
エ

編
集
長
）
に
よ
る
講
演
、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
重
量
挙
げ

女
子
日
本
代
表
三
宅
宏
実
さ

ん
（
０７
年
度
卒
）
と
、
０７
年

日
本
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
競
技
で
優
勝
し
た

綾
田
紘
子
さ
ん
（
文
学
部
３

年
）
に
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
へ
の
道
」
に
つ
い
て
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
、
「
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
部
が
目
指
す
も
の
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
山
本
浩
氏
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
室
解
説
副
委

員
長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
行
っ
た
。

高
校
生
や
関
連
企
業
の

方
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
に
関

心
の
あ
る
一
般
の
方
な
ど
、

あ
わ
せ
て
約
３
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
、
二
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
通
し
、
学
部
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
養
成
す
る

人
材
像
、
学
部
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
広
く
考

え
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

た
。

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
奥

に
、
こ
の
９
月
、
白
亜
の
威

容
を
も
っ
た
新
校
舎
、
東
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

生
命
科
学
部
は
、
そ
の
３

―
５
階
を
占
め
て
お
り
、
１

―
２
階
は
関
連
事
務
室
、
講

義
室
、
体
育
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
上
階
の
５
階
の
南

に
面
し
て
温
室
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
決
し
て
観
賞
用

植
物
の
温
室

で
は
な
く
、

研
究
温
室
で

す
。
奥
に
は

外
界
と
は
遮
断
さ
れ
た
遺
伝

子
組
み
換
え
植
物
の
実
験
も

可
能
な
温
室
が
あ
り
、
そ
こ

で
使
用
し
た
研
究
試
料
も
水

も
、
外
へ
出
す
と
き
は
す
べ

て
殺
菌
さ
れ
ま
す
。
植
物
医

科
学
専
修
は
、植
物
の
成
育
、

病
害
虫
へ
の
対
応
の
研
究
と

教
育
を
行
っ
て
お
り
、
食
料

問
題
、
環
境
問
題
も
そ
の
対

象
範
囲
で
す
。
今
世
の
中
で

最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
分

野
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
４
階
は
環
境
応
用
化
学

科
で
、
化
合
物
の
物
性
と
そ

の
合
成
を
中
心
と
す
る
領
域

を
背
景
と
し
て
い
ま
す
。
今

日
、
化
学
工
学
も
環
境
へ
の

負
荷
を
削
減
し
、
ま
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
節
減
を
掲
げ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
グ
リ
ー
ン
ケ

ミ
ス
ト
リ
ー
を
標
榜
し
て
い

ま
す
。カ
ン
ブ
リ
ア
紀
に
、シ

ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア（
藍
藻
）の

発
生
す
る
酸
素
で
長
い
こ
と

か
か
っ
て
形
成
さ
れ
た
オ
ゾ

ン
層
が
、
今
フ
レ
オ
ン
ガ
ス

な
ど
で
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
へ
の
対
処
も
こ

の
学
科
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

３
階
で
は
生
命
機
能
学
専
修

が
、
遺
伝
子
と
そ
の
産
物
で

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
、
ま
た
、

そ
れ
ら
よ
り
構
成
さ
れ
る
生

命
の
単
位
で
あ
る
細
胞
の
研

究
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
広
く
先
端
生
命
の
研
究

教
育
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
現
代
生
命
科
学

の
コ
ア
と
い
え
ま
す
。
こ
れ

ら
の
領
域
の
有
機
的
結
合
が

生
命
科
学
部
の
特
徴
で
す
。

最
後
に
、
何
に
も
ま
し
て

重
要
な
の
は
そ
の
中
身
で
、

生
命
科
学
部
の
１
年
生
は
現

在
２
０
０
人
余
で
す
。
新
し

い
酒
は
新
し
い

皮
袋
に
と
い
い

ま
す
が
、
そ
れ

は
発
酵
中
の
お

酒
は
古
い
皮
袋
を
破
裂
さ
せ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
破
裂

せ
ん
と
す
る
ば
か
り
の
新
入

生
は
、
な
か
な
か
積
極
的
で

頼
も
し
い
存
在
で
す
の
で
、

必
ず
や
今
問
題
と
さ
れ
て
い

る
地
球
規
模
の
諸
問
題
に
積

極
的
に
対
処
で
き
る
人
材
に

育
っ
て
い
く
こ
と
に
確
信
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

て
、
生
命
科
学
部
よ
り
の
声

と
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

４
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

ＧＩＳ：英語イマージョン教育の今
グローバル教養学部長 渡辺 宥泰

教
学

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
クククククククククククククククククククククククククククク
スススススススススススススススススススススススススススス

２
０
１
０
年
度

今
後
も
続
く
教
学
改
革

大大
学学
院院
静静
岡岡
ササ
テテ
ララ
イイ
トト

キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
オオ
ーー
ププ
ンン

理
工
学
部
の
今

理
工
学
部
長

八
名

和
夫

誕誕
生生
しし
たた
生生
命命
科科
学学
部部
かか
らら
！！

生
命
科
学
部
長

長
田

敏
行

（２）第３３号 ２００９（平成２１）年１月１日（木）法 政 大 学 報
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改修されたプール

【
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
】

小
金
井
再
開
発
第
２
期
工
事

東
館
な
ど
竣
工

２
０
０
７
年
２
月
に
着
工

し
た
小
金
井
再
開
発
第
２
期

工
事
が
順
調
に
進
み
、
２
０

０
７
年
９
月
に
竣
工
し
た
部

室
棟
（
地
上
２
階
建
て
）
に

続
き
、
２
０
０
８
年
９
月
に

は
地
上
５
階
地
下
１
階
建
て

の「
東
館
」ほ
か
が
竣
工
し
、

後
期
授
業
よ
り
使
用
を
開
始

し
た
。

東
館
は
教
室
、
ゼ
ミ
室
、

研
究
・
実
験
室
、
講
堂
兼
用

体
育
館
、
食
堂
、
マ
ル
チ
ユ

ー
ス
ホ
ー
ル
、
植
物
医
科
学

専
修
が
使
用
す
る
温
室
な
ど

用
途
の
異
な
る
施
設
を
収
容

し
た
多
機
能
・
複
合
施
設

で
、
延
べ
床
面
積
は
約
２
万

平
方
メ
ー
ト
ル
。
住
宅
地
に

隣
接
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
特
性

も
考
慮
し
た
外
観
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
。

低
層
部
の
地
下
１
階
か
ら

２
階
に
は
大
小
２５
の
教
室
や

ゼ
ミ
室
の
ほ
か
、
講
堂
兼
用

体
育
館
、
小
体
育
館
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
精
密
測
定
分

析
室
、
食
堂
、
売
店
、
マ
ル

チ
ユ
ー
ス
ホ
ー
ル
、
ス
タ
デ

ィ
ル
ー
ム
（
自
習
ス
ペ
ー

ス
）
、
ロ
ッ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス

等
、
多
数
の
学
生
が
利
用
す

る
学
部
共
用
施
設
を
配
置
し

た
。こ

の
う
ち
、
地
下
１
階
の

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
「
精

密
測
定
分
析
室
」
は
モ
ノ
づ

く
り
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
、各
種
工
作
機
械
、

精
密
測
定
機
な
ど
を
配
置
し

て
お
り
、
研
究
分
野
を
超
え

た
ア
イ
デ
ア
交
流
な
ど
の
期

待
も
か
か
る
。

同
じ
く
地
下
１
階
の
食
堂

は
座
席
数
５
２
１
席
を
確
保

し
、
直
上
の
マ
ル
チ
ユ
ー
ス

ホ
ー
ル
と
は
�
Ｄ
Ｎ
Ａ
�
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
せ
ん
階
段

で
結
ん
だ
。
体
育
館
は
２
階

〜
４
階
の
３
層
吹
抜
構
造

で
、
収
納
式
の
ス
テ
ー
ジ
と

座
席
設
備
を
引
き
出
す
と
座

席
数
４
３
２
席
の
講
堂
と
な

る
。
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
も

完
備
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の

み
な
ら
ず
国
内
外
の
他
大
学

を
映
像
と
音
声
で
結
ぶ
こ
と

が
可
能
な
設
計
と
し
た
。

３
階
か
ら
５
階
の
研
究
・

実
験
室
は
二
重
床
と
シ
ス
テ

ム
天
井
を
採
用
し
、
今
後
の

機
器
設
置
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
設
計
と
し
た
。

ま
た
、
３
階
に
は
物
理
・

化
学
・
生
物
の
共
通
実
験
室

を
設
け
、
こ
れ
ま
で
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
て
い
た

一
部
の
授
業
を
す
べ
て
小
金

井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
え
る
よ

う
配
慮
し
た
。

小
金
井
再
開
発
第
２
期
工

事
は
今
後
も
継
続
し
、
理
工

学
部
が
主
に
使
用
す
る
「
北

館
」
、
事
務
部
門
や
食
堂
を

配
し
た
「
管
理
棟
」
（
い
ず

れ
も
仮
称
）
は
２
０
１
０
年

９
月
の
使
用
開
始
に
向
け
、

順
次
計
画
を
進
め
て
い
る
。

北
館
・
管
理
棟
竣
工
後
に
現

在
の
研
究
実
験
棟
等
を
解
体

し
、
そ
の
跡
地
に
は
中
庭
を

設
置
す
る
計
画
と
し
て
い

る
。こ

の
中
庭
を
ど
の
よ
う
な

も
の
に
す
る
か
、
本
学
学
生

を
対
象
に
し
た
ア
イ
デ
ア
コ

ン
ペ
を
実
施
し
、
応
募
２６
作

品
の
中
か
ら
特
選
に
選
ば
れ

た
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
設
計

に
生
か
す
試
み
も
行
っ
て
い

る
。

【
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
】

２
０
０
７
年
度
ま
で
に
実

施
し
た
外
濠
校
舎
、
富
士
見

坂
校
舎
、市
ヶ
谷
田
町
校
舎
、

中
庭
整
備
な
ど
の
大
規
模
工

事
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
、
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
も

一
つ
の
節
目
を
迎
え
て
い

る
。２

０
０
８
年
度
は
学
生
ホ

ー
ル
内
に
事
務
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
工
事
と
と
も
に
、

ホ
ー
ル
内
の
老
朽
化
し
た
テ

ー
ブ
ル
や
イ
ス
を
更
新
、
整

備
が
完
了
し
た
。
中
庭
や
外

濠
校
舎
内
に
も
ベ
ン
チ
等
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
図
書
館

内
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
を

拡
張
、
利
用
者
増
に
対
応
す

る
工
事
を
実
施
し
た
。

ほ
か
に
も
、
富
士
見
坂
校

舎
の
中
央
監
視
装
置
や
５５
年

館
冷
却
塔
の
更
新
工
事
等
、

既
存
施
設
の
整
備
・
更
新
・

安
全
性
向
上
の
た
め
の
工
事

を
実
施
し
た
。

【
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
】

２
０
０
８
年
度
よ
り
多
摩

長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
工

事
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
竣

工
後
２０
年
以
上
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
む
設
備
を
計
画
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
今
年
度
は
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
や
５

号
館
外
壁
の
修
繕
、
汚
水
処

理
場
の
設
備
更
新
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
場
を
人

工
芝
化
し
た
。
最
高
水
準
の

人
工
芝
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
人
工
芝
の
下
全
面
に
シ

ョ
ッ
ク
パ
ッ
ド
を
敷
設
す
る

な
ど
安
全
性
に
配
慮
し
た
仕

様
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら

に
、
プ
ー
ル

設
備
の
改
修

工
事
も
行
っ

た
。
体
育
の

授
業
や
体
育

会
の
活
動
で

の
積
極
的
な
活
用
が
期
待
さ

れ
る
。

そ
し
て
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
部
（
仮
称
）
の
開
設

に
合
わ
せ
１８
号
館
（
旧
工
学

部
棟
）
の
改
修
工
事
が
進
行

中
で
あ
る
。
２
０
０
９
年
２

月
の
竣
工
を
目
指
し
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
や
運
動

系
の
各
種
実
験
室
を
備
え
た

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定

で
あ
る
。

【
付
属
校
】

中
学
高
等
学
校
で
は
２
０

０
７
年
４
月
に
三
鷹
市
牟
礼

に
移
転
し
、
緑
豊
か
な
自
然

環
境
と
多
彩
な
施
設
を
擁
す

る
２１
世
紀
型
キ
ャ
ン
パ
ス
で

日
々
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。第

二
中
・
高
等
学
校
で
は

中
学
高
校
に
分
か
れ
て
い
た

教
員
室
を
統
合
し
、
よ
り
強

固
な
連
携
に
つ
な
げ
る
た
め

の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
ほ

か
に
も
、
構
内
道
路
の
整
備

や
既
存
施
設
の
整
備
・
更
新

工
事
を
実
施
し
た
。

女
子
高
等
学
校
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

定
期
整
備
工
事
を
実
施
し

た
。

【
そ
の
他
】

富
士
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

は
、
劣
化
の
激
し
い
屋
根
の

塗
装
工
事
や
温
水
ヒ
ー
タ
ー

の
更
新
工
事
を
実
施
し
た
。

小小
金金
井井
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

東東
館館
のの
竣竣
工工
式式
をを
挙挙
行行

９
月
２７
日
、
増
田
総
長
を

は
じ
め
大
学
関
係
者
、
後
援

会
役
員
、設
計
・
施
工
業
者
、

近
隣
町
会
関
係
者
ら
が
見
守

る
中
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス

東
館
の
竣
工
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。

厳
か
な
神
事
で
竣
工
を
祝

い
、
来
賓
、
関
係
者
に
建
物

を
披
露
し
た
。

ま
た
式
の
席
上
、
後
半
工

事
で
整
備
予
定
の
中
庭
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た

「
中
庭
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」

の
受
賞
者
に
対
し
て
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
た
。

特
選
に
輝
い
た
の
は
、「
ケ

ン
バ
ン
広
場
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
応
募
し
た
野
村
裕

志
さ
ん
、宮
下
幸
多
さ
ん（
と

も
に
工
学
研
究
科
建
設
工
学

専
攻
修
士
２
年
）
の
作
品
。

２
０
０
８
年
１０
月
２
日
、「
本

学
学
生
５
人
が
大
麻
取
締
法
違

反（
所
持
・
譲
渡
）に
よ
り
警
察

に
逮
捕
、
１
人
が
書
類
送
検
」

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

本
学
と
し
て
は
誠
に
痛
恨
の

極
み
で
あ
り
在
学
生
、ご
父
母
、

卒
業
生
、本
学
の
受
験
関
係
者
、

採
用
企
業
の
皆
さ
ま
な
ど
、
多

く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方

々
に
多
大
な
ご
心
配
・
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
改

め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

事
件
の
重
要
性
、
緊
急
性
を

鑑
み
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
学
内
掲
示
や
メ
ー
ル
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
文
書
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
同
日

夕
方
、
報
道
機
関
に
対
し
「
緊

急
記
者
会
見
」
を
開
き
、
直
ち

に
「
大
麻
等
薬
物
使
用
防
止
対

策
本
部
」
な
ら
び
に
調
査
委
員

会
設
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
以
後
、
再
発
防
止
に
向
け

た
施
設
改
修
工
事
、
セ
ミ
ナ
ー

や
講
習
会
の
実
施
な
ど
諸
施
策

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
事
実
関

係
の
正
確
な
把
握
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
再
発
防
止
に
向
け
た

策
と
し
て
大
麻
の
吸
引
現
場
と

さ
れ
、
密
室
性
が
高
い
と
さ
れ

る
複
数
の
施
設
に
つ
い
て
、
室

外
か
ら
も
内
部
を
覗
け
る
よ
う

ガ
ラ
ス
扉
な
ど
に
変
更
す
る
よ

う
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
担
当
部
署
で

改
修
工
事
を
計
画
し
て
お
り
、

何
と
か
年
内
に
は
工
事
を
終

え
、
年
明
け
か
ら
利
用
可
能
と

な
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
再
発
防
止
に
向
け
た

啓
発
活
動
と
し
て
は
、
セ
ミ
ナ

ー
や
講
習
会
を
３
キ
ャ
ン
パ
ス

す
べ
て
で
実
施
。
外
部
の
専
門

家
講
師
を
お
招
き
し
、
薬
物
使

用
の
危
険
性
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会

は
、
事
件
後
か
ら
１２
月
中
旬
ま

で
約
３
カ
月
間
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
幸
い
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
に
所
属
す
る
学
生
を
中
心

に
多
数
の
参
加
学
生
が
あ
り
、

一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
も
の

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

調
査
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
た

事
実
関
係
把
握
作
業
に
関
し
て

は
、
事
件
発
覚
時
に
は
当
該
学

生
た
ち
が
未
成
年
で
あ
っ
た
た

め
関
係
機
関
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
こ
の
た
め
調
査
委
員
会

で
は
、
非
常
に
限
ら
れ
た
周
辺

情
報
を
も
と
に
、
迅
速
か
つ
慎

重
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
調
査
作
業
に
は
約
２
カ

月
を
要
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
当
該
学
生
６
人
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
麻
等

薬
物
使
用
防
止
対
策
本
部
へ
の

調
査
結
果
の
報
告
、
所
属
学
部

の
教
授
会
の
議
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ「
退
学
」１
人
、「
無
期
停

学
」
５
人
の
処
分
を
決
定
し
ま

し
た
。

こ
こ
で
当
面
の
学
生
処
分

は
、
一
段
落
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
と
し
て

は
、
事
件
の
重
要
性
、
大
麻
の

伝
播
力
を
考
慮
し
、
�
事
件
の

全
容
解
明
を
行
う
こ
と
�
ま
た

今
後
の
再
発
防
止
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
、
こ
の
２
つ

の
目
的
の
た
め
大
麻
等
薬
物
使

用
防
止
対
策
本
部
及
び
調
査
委

員
会
を
、
当
面
継
続
さ
せ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

本
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
今
後
も

継
続
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
こ
う
し
た
姿
勢
、
活
動

を
通
じ
皆
さ
ま
の
信
頼
を
回
復

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小小
金金
井井
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
東東
館館

多多
機機
能能
・・
複複
合合
施施
設設
のの

東東
館館
なな
どど
竣竣
工工

法
政
大
学
で
は
、
教
育
・
研
究
環
境
の
一
層
の
拡
充
を

図
る
べ
く
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
。
２
０
０
８
年
度
に
実
施
し

た
代
表
的
な
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
す

る
。

そ
の
他

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

学
生
の
大
麻
所
持
に
よ
る
逮
捕
報
道
と
、再
発

防
止
に
向
け
た
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

設備の整った教室

講堂兼用の体育館

特
選
受
賞
者
と

加
藤
常
務
理
事

市ケ谷キャンパス

小金井キャンパスの空撮写真。円内が新設された東館

モノ作りのためのワークショップ

近隣に配慮した外観を持つ東館

デザインも優れた食堂

厳
か
に
行
わ
れ
た
神
事

２００９（平成２１）年１月１日（木） 第３３号法 政 大 学 報（３）
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２
０
０
９
年
度
の

入
試
改
革

２
０
０
８
年
度
の
理
工
学

部
、
生
命
科
学
部
お
よ
び
Ｇ

Ｉ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

部
）
の
開
設
に
続
き
、
２
０

０
９
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康

学
部
が
新
設
さ
れ
、
一
般
入

試
Ｔ
日
程
お
よ
び
Ａ
方
式
試

験
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る

（
２
０
０
８
年
１１
月
末
現
在
、

設
置
手
続
申
請
中
）。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

系
の
学
部
・
学
科
は
、
２
０

０
８
年
度
に
関
東
お
よ
び
関

西
の
有
力
私
大
に
お
い
て
多

く
の
志
願
者
を
集
め
て
お

り
、
受
験
生
の
関
心
が
高
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
本
学
の
ス
ポ
ー

ツ
健
康
学
部
も
相
当
数
の
志

願
者
を
集
め
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
試
で
は
、
新
た
に
経
済

学
部
国
際
経
済
学
科
、
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
お
い
て
後

期
日
程
を
導
入
す
る
。
受
験

生
に
と
っ
て
は
、
こ
の
２
学

科
の
受
験
チ
ャ
ン
ス
が
増
え

る
こ
と
と
な
り
、
志
願
者
数

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

既
存
学
部
に
お
い
て
も
一

般
入
試
で
の
科
目
変
更
が
あ

る
。
国
際
文
化
学
部
Ｔ
日
程

で
は
「
情
報
関
連
」・「
小
論

文
」
を
廃
止
し
、「
国
語
」

ま
た
は
「
数
学
」
の
選
択
と

な
り
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
建

築
学
科
で
は
、「
表
現
力
型
」

を
廃
止
す
る
。

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
の
合
格

最
低
点
・
得
点
率
を
「
大
学

案
内
」
に
掲
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
受
験
生
や
社
会
へ

の
情
報
開
示
を
推
進
し
始
め

た
。セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

は
、
２
０
０
９
年
度
に
お
い

て
全
国
４
８
４
私
大
が
利
用

予
定
で
あ
る
（
昨
年
に
比
べ

て
１８
大
学
増
）。
既
に
実
施

済
み
の
大
学
で
も
科
目
方
式

の
複
数
化
、
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
・
一
般
入
試
併
願
に
際

し
て
の
検
定
料
の
減
額
な

ど
、
受
験
生
を
引
き
つ
け
る

制
度
を
工
夫
し
て
お
り
、
受

験
生
の
争
奪
戦
が
激
化
し
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

設
置
２
年
目
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
養
成
を
目
指
す
理
工
学
部

機
械
工
学
科
航
空
操
縦
学
専

修
で
は
、
出
願
に
際
し
て
の

英
語
資
格
要
件
の
緩
和
や
受

験
生
へ
の
周
知
広
報
期
間
の

十
分
な
確
保
に
よ
り
、
今
年

度
以
上
の
志
願
者
増
が
期
待

で
き
る
。

本
学
を
取
り
巻
く

状
況

大
手
予
備
校
や
出
版
社

は
、
２
０
０
８
年
度
の
志
願

者
増
・
合
格
者
減
に
よ
り
本

学
の
難
易
度
が
全
体
的
に
上

昇
し
つ
つ
あ
る
と
分
析
し
て

い
る
。
従
来
の
傾
向
が
繰
り

返
さ
れ
る
な
ら
、
２
０
０
９

年
度
入
試
で
は
本
学
へ
の
志

望
が
敬
遠
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
。
特
に
大
き
く
志
願
者

を
伸
ば
し
た
学
部
・
学
科
に

つ
い
て
は
、
反
動
か
ら
の
減

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。そ
の
一
方
で
引
き
続
き
、

首
都
圏
大
規
模
伝
統
校
へ
の

志
願
者
数
が
さ
ら
に
増
え
る

可
能
性
も
あ
る
。

１８
歳
人
口
の
減
少
幅
が
２

０
０
０
年
度
以
降
最
大
（
６

万
人
減
）
だ
っ
た
２
０
０
８

年
を
、
本
学
は
過
去
最
高
の

志
願
者
数
（
９
万
７
０
１
７

人
）
で
乗
り
切
っ
た
。
２
０

０
９
年
度
の
１８
歳
人
口
は
３

万
人
減
と
な
る
た
め
、
２
０

０
７
年
度
か
ら
２
０
０
８
年

度
に
か
け
て
の
状
況
変
化
よ

り
は
緩
や
か
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
が
、
既
卒
生
の

動
向
を
含
め
る
と
２
０
０
９

年
度
の
受
験
人
口
は
近
年
に

な
く
減
少
す
る
と
の
見
方
も

あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

２
０
０
８
年
度
入
試
に
お
い

て
志
願
者
増
と
な
っ
た
大
学

に
お
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
入
試
の
導
入
や
一
般

入
試
の
設
定
回
数
増
加
に
よ

る
効
果
で
あ
っ
て
、
志
願
者

実
人
数
が
増
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
分
析
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
か
ん

が
み
る
と
、
２
０
０
９
年
度

入
試
に
向
け
た
大
学
間
で
の

学
生
募
集
活
動
は
一
層
激
し

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

よ
り
多
く
の
受
験

生
に
選
ば
れ
る
大

学
を
目
指
し
て

よ
り
多
く
の
受
験
生
に
選

ば
れ
る
大
学
を
目
指
し
、
今

年
度
も
既
に
３
キ
ャ
ン
パ
ス

で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

積
極
的
に
実
施
し
、
多
数
の

来
場
者
を
集
め
た
。
ま
た
教

員
に
よ
る
各
分
野
に
わ
た
る

模
擬
授
業
の
実
施
、
来
校
し

た
高
校
生
へ
の
対
応
、
全
国

各
地
の
高
校
へ
の
訪
問
、
全

国
高
校
・
予
備
校
進
学
相
談

会
で
の
相
談
お
よ
び
講
演
、

高
校
教
員
対
象
の
大
学
説
明

会
な
ど
、
幅
広
い
入
試
広
報

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、
法
政
大
学
校
友

連
合
会
と
後
援
会
と
の
共
催

で
開
催
す
る「
法
政
フ
ェ
ア
」

は
こ
れ
ま
で
広
島
、
札
幌
、

福
岡
お
よ
び
新
潟
と
、
本
学

地
域
入
試
の
実
施
都
市
で
行

わ
れ
て
き
た
が
、
法
政
ブ
ラ

ン
ド
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
志

願
者
獲
得
に
向
け
て
の
相
乗

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
全
学
の
教
職

員
、
さ
ら
に
は
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
の
協
力
の
も
と
、
学
生
募

集
か
ら
入
学
試
験
実
施
に
至

る
ま
で
、
円
滑
に
、
か
つ
安

定
的
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
、
万
全
の
態
勢
で
臨
み
た

い
。

ゼ
ミ
サ
ポ
ー
ト
制
の
充
実

や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

図
書
館
で
は
、
学
部
教

授
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

学
生
の
自
主
的
な
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
授

業
連
携
シ
ス
テ
ム
を
創
設

し
、
授
業
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
多
摩
図
書
館
で
２

０
０
４
年
度
か
ら
行
っ
て

き
た
も
の
だ
が
、
２
０
０

７
年
度
か
ら
市
ケ
谷
・
小

金
井
両
図
書
館
で
も
実

施
。
専
門
ゼ
ミ
を
含
め
、

３
館
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。市

ケ
谷
図
書
館
で
は
、

学
生
の
情
報
検
索
能
力

（
文
献
入
手
）
育
成
を
支

援
す
る
た
め
、
図
書
館
員

が
法
律
系
・
文
学
系
・
経

営
系
な
ど
の
分
野
を
そ
れ

ぞ
れ
に
担
当
し
、
教
員
と

連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
学

生
に
学
習
テ
ー
マ
を
記
し

た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

提
出
し
て
も
ら
い
、
選
書

や
個
別
指
導
へ
と
つ
な
げ

て
い
る
。
多
摩
図
書
館
で

は
、
今
ま
で
行
っ
て
い
た

ゼ
ミ
サ
ポ
ー
ト
制
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
専
門
ゼ
ミ

に
注
力
し
て
い
る
。

小
金
井
図
書
館
で
は
、

図
書
館
員
が
各
研
究
室
を

訪
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や

文
献
探
索
ツ
ー
ル
の
活
用

法
を
紹
介
す
る
「
研
究
室

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を
導
入

し
た
。
ま
た
教
員
の
協
力

を
得
て
、
推
薦
図
書
制
度

な
ど
資
料
充
実
に
よ
る
学

生
の
研
究
サ
ポ
ー
ト
も
行

っ
て
い
る
。

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

事
業
が
軌
道
に
乗
る

２
０
０
６
年
度
に
立
ち

上
げ
、
２
０
０
７
年
４
月

か
ら
本
格
稼
働
と
な
っ
た

「
法
政
大
学
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
」
は
、
学
内
の

教
育
・
研
究
成
果
を
電
子

的
な
形
態
で
収
集
・
保
管

し
、
学
内
外
に
無
償
で
発

信
す
る
も
の
で
あ
る
。
国

内
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界

か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で

あ
る
。
２
０
０
８
年
１０
月

３１
日
現
在
で
約
１
５
０
０

件
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の

作
成
・
公
開

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

（Pathfinder

）
と

は
、

特
定
の
テ
ー
マ
を
調
べ
る

た
め
に
役
立
つ
資
料
や
情

報
を
分
か
り
や
す
く
示
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
道
し
る

べ
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
図
書
館
で
も
「
生
涯

学
習
」
や
「
財
務
デ
ー
タ

・
株
価
」
な
ど
、
２０
テ
ー

マ
の
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

図
書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み

２２００００９９年年度度入入試試展展望望３３年年連連続続志志願願者者
９９万万人人突突破破にに向向けけてて

２２００００９９年年度度 法法政政大大学学入入学学試試験験日日程程一一覧覧
【一般入試 Ｔ日程】東京・札幌・仙台・新潟・金沢・長野・名古屋・大阪・広島
・福岡の１０会場で実施

郵送出願期間（締切日消印有効）

１月５日（月）～１月２２日（木）

※ＧＩＳ（グローバル教養学部）と、理工学部機械工学科航空操縦学専修はＴ日程入試での募集を行いま
せん。

【一般入試 Ａ方式】東京・札幌・仙台・名古屋・大阪・福岡の６会場で実施
試験日

２月７日（土）

２月７日（土）

２月７日（土）

２月８日（日）

２月８日（日）

２月８日（日）

２月９日（月）

２月９日（月）

２月９日（月）

２月１１日（水）

２月１１日（水）

２月１１日（水）

２月１２日（木）

２月１２日（木）

２月１２日（木）

２月１４日（土）

２月１４日（土）

２月１４日（土）

２月１５日（日）

２月１５日（日）

２月１６日（月）

２月１６日（月）

２月１６日（月）

郵送出願期間（締切日消印有効）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月２７日（火）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～１月３０日（金）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

１月５日（月）～２月２日（月）

学部

法学部・文学部・経済学部・
社会学部・経営学部・国際文
化学部・人間環境学部・現代
福祉学部・キャリアデザイン
学部・理工学部・生命科学部
・デザイン工学部・情報科学
部・スポーツ健康学部（すべ
て全学科）

学科

哲学科

日本文学科

史学科

経営学科

グローバル教養学科

国際政治学科

英文学科

地理学科

心理学科

経営戦略学科

市場経営学科

国際経済学科

現代ビジネス学科

社会政策科学科

メディア社会学科

現代福祉学科

機械工学科（機械工学専修）

応用情報工学科

生命機能学科（生命機能学専修）

都市環境デザイン工学科

システムデザイン学科

経済学科

社会学科

スポーツ健康学科

電気電子工学科

経営システム工学科

生命機能学科（植物医科学専修）

環境応用化学科

建築学科

人間環境学科

コンピュータ科学科

ディジタルメディア学科

法律学科

政治学科

国際文化学科

キャリアデザイン学科

試験日

２月５日（木）

学部

文学部�日程

経営学部�日程
ＧＩＳ（グローバル教養学部）

法学部�日程

文学部�日程

経営学部�日程

経済学部�日程

社会学部�日程

現代福祉学部

理工学部�日程

生命科学部�日程

デザイン工学部�日程

経済学部�日程
社会学部�日程

スポーツ健康学部
（２００８年１１月３０日現在 設置
認可申請中）

理工学部�日程

生命科学部�日程

デザイン工学部�日程
人間環境学部

情報科学部

法学部�日程

国際文化学部

キャリアデザイン学部

【大学入試センター試験利用入試前期】

郵送出願期間
（締切日消印有効）

１月５日（月）～

１月１６日（金）

【大学入試センター試験利用入試後期】

郵送出願期間
（締切日消印有効）

２月２４日（火）～

３月９日（月）

※国際文化学部、ＧＩＳ（グローバル教養学部）、スポーツ健康学部（仮称）はセンター試験利用入試を実施しません。

学科

左記学部のうち、文学
部心理学科を除く全学
科

学科

左記学部のうち、文学
部心理学科、デザイン
工学部建築学科を除く
全学科

学部

法学部・文学部・経済
学部・社会学部・経営
学部・人間環境学部・
現代福祉学部・キャリ
アデザイン学部・理工
学部・生命科学部・デ
ザイン工学部・情報科
学部

学部

法学部・文学部・経済
学部・経営学部・人間
環境学部・現代福祉学
部・キャリアデザイン
学部・理工学部・生命
科学部・デザイン工学
部・情報科学部

試験日

１月１７日（土）
・

１月１８日（日）

試験日

１月１７日（土）
・

１月１８日（日）

（４）第３３号 ２００９（平成２１）年１月１日（木）法 政 大 学 報
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科
研
費
と
ラ
ン
キ
ン
グ

ラ
ン
キ
ン
グ
ば
や
り
の
昨

今
、大
学
も
例
外
で
は
な
い
。

昔
か
ら
の
入
試
の
難
易
度
に

よ
る
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は
今

も
健
在
だ
。
分
野
別
で
司
法

試
験
、
公
認
会
計
士
試
験
の

合
格
者
数
と
い
う
も
の
も
あ

る
。一

方
、
こ
れ
ら
指
標
を
含

め
、
よ
り
総
合
的
見
地
か
ら

行
う
ラ
ン
キ
ン
グ
が
ビ
ジ
ネ

ス
誌
を
中
心
に
盛
ん
で
あ

る
。
財
務
デ
ー
タ
、
就
職
状

況
な
ど
を
駆
使
し
、
大
学
を

財
務
力
、
教
育
力
、
規
模
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分

析
・
評
価
す
る
。そ
こ
で
大
学

の
研
究
力
を
測
る
物
差
し
と

し
て
必
ず
参
照
さ
れ
る
の
が

科
学
研
究
費
補
助
金
（
略
称

「
科
研
費
（
か
け
ん
ひ
）」）

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ラ
ン
キ

ン
グ
の
た
め
の
科
研
費
で
は

決
し
て
な
い
が
、
指
標
の
一

つ
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

。
る

科
研
費
は
文
部
科
学
省
の

外
郭
団
体
で
あ
る
日
本
学
術

振
興
会
（
略
称
「
学
振
」（
が

く
し
ん
）
）
が
交
付
し
、
推

進
す
る
競
争
的
研
究
資
金
で

あ
る
。
科
学
研
究
と
言
っ
て

も
文
系
分
野
も
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
学
問
分
野
を
対
象
と

し
、
そ
の
予
算
額
は
１
９
３

２
億
円
（
２
０
０
８
年
度
）

で
、
政
府
全
体
の
科
学
技
術

関
係
経
費
の
約
５
％
、
競
争

的
資
金
全
体
の
約
４０
％
を
占

め
る
国
内
最
大
規
模
の
研
究

助
成
金
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ま
で
科
研
費
に
よ
り
、
多

く
の
優
れ
た
研
究
成
果
が
生

み
出
さ
れ
て
き
た
。

科
研
費
の
応
募
は
、
研
究

の
規
模
や
研
究
者
の
年
齢

（
若
手
）
な
ど
で
い
く
つ
か

に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
申
請
後

一
定
の
審
査
に
付

さ
れ
、
お
お
む
ね

４
分
の
１
の
案
件

が
採
択
、
つ
ま
り

合
格
と
な
る
。
審

査
員
は
広
く
大
学

な
ど
か
ら
推
薦
、

選
考
さ
れ
、
厳
格

な
審
査
過
程
を
経

て
採
択
不
採
択
が

決
定
さ
れ
る
と
い

う
典
型
的
な
競
争

的
資
金
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
の
補
助
金
が
ま

す
ま
す
競
争
的
資
金
に
シ
フ

ト
す
る
現
在
、
科
研
費
の
獲

得
は
各
大
学
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
戦
略
案
件
の
一
つ
で

あ
る
。

法
政
の
科
研
費

さ
て
、
本
学
の
獲
得
状
況

で
あ
る
が
、
左
の
グ
ラ
フ
の

通
り
こ
こ
数
年
右
肩
上
が
り

で
あ
る
。
２
０
０
８
年
度
は

継
続
分
も
含
め
１
３
１
件
が

採
択
さ
れ
、
採
択
額
総
額
は

３
億
６
３
５
３
万
円
で
あ
っ

た
。
全
国
の
国
公
私
立
大
学

の
中
で
は
６８
位
と
な
る
が
、

本
学
よ
り
上
位
に
は
医
学
部

を
擁
す
る
国
立
大
学
等
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
。
５
０
０
以
上

あ
る
私
立
大
学
の
中
で
は
１２

位
で
あ
り
、
医
学
部
を
持
た

な
い
本
学
と
し
て
は
大
い
に

健
闘
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
併
せ
て
同
規

模
他
私
大
と
の
比
較
で
も
や

は
り
好
成
績
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

（
明
治
、
青
学
、

立
教
、
中
央
、
法

政
）
の
中
で
は
昨

年
度
は
首
位
、
今

年
度
は
下
記
グ
ラ

フ
の
通
り
中
央
大

学
に
次
い
で
２
位

と
い
う
結
果
で
あ

っ
た
。
研
究
者
数

の
多
い
早
慶
を
除

け
ば
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
だ
。

こ
の
科
研
費
を
担
当
し
て

い
る
事
務
部
局
が
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
文
部
科

学
省
主
管
の
競
争
的
資
金
、

例
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
継
）
、

教
育
Ｇ
Ｐ
（
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
）
な
ど
の
取
り
組
み

の
申
請
も
担
っ
て
い
る
。
そ

の
使
命
は
、
本
学
の
研

究
者
が
科
研
費
な
ど
の

競
争
的
研
究
資
金
獲
得

を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
戦
略
案

件
と
し
て
の
競
争
的
資

金
全
般
の
け
ん
引
役
も

担
っ
て
い
る
。
科
研
費

へ
の
応
募
を
促
進
す
る

た
め
種
々
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
設
け
、
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
つ
つ
学

内
制
度
に
工
夫
を
施
す

こ
と
も
し
て
い
る
。

新
年
度
分
の
科
研
費

受
け
付
け
は
昨
年
１１
月
に
終

了
し
、
現
在
は
審
査
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
本
学
か
ら
の

新
規
申
請
は
１
７
０
件
に
達

し
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

す
べ
て
の
結
果
が
判
明
す
る

の
は
今
年
６
月
で
あ
る
。
結

果
が
楽
し
み
で
あ
り
、
ま
た

大
い
に
期
待
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

小
金
井
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
理
工
系
学
部
情
報
教
育

シ
ス
テ
ム
（
ｅ
ｄ
ｕ
２
０
０

７
）
を
構
築
し
た
。
市
ケ
谷

へ
の
展
開
を
開
始
し
た
デ
ザ

イ
ン
工
学
部
（
２
０
０
７
年

４
月
新
設
）
、
２
０
０
８
年

４
月
に
従
来
の
工
学
部
を
改

組
し
新
設
さ
れ
た
理
工
学
部

お
よ
び
生
命
科
学
部
な
ど
、

変
革
期
に
あ
た
る
理
工
系
学

部
の
教
育
に
資
す
る
シ
ス
テ

ム
を
め
ざ
し
た
。

情
報
教
室
お
よ
び
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
環
境

の
リ
プ
レ
ー
ス

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
６

教
室
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

田
町
校
舎
の
３
教
室
の
設
備

を
リ
プ
レ
ー
ス
し
、授
業
・
オ

ー
プ
ン
利
用
な
ど
で
活
用
し

て
い
る
。
各
教
室
の
プ
リ
ン

タ
ー
の
ほ
か
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
大
判
印

刷
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
Ａ
０
出
力
対
応
の
プ
ロ

ッ
タ
ー
も
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
４
月
よ

り
学
生
証
が
Ｉ
Ｃ
化
さ
れ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
向
上
の
た

め
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン

の
ロ
グ
イ
ン
時
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
認
証
を
導
入
し
て
い
る
。

在
学
生
全
員
へ
の

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
貸
与

従
来
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で

は
、
学
部
の
１
〜
３
年
生
ま

で
で
あ
っ
た
貸
与
の
対
象

を
、
在
学
生
全
員
（
学
部
１

〜
４
年
生
、
大
学
院
生
）
約

５
０
０
０
人
へ
と
広
げ
、
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
か
ら
、
４
年

次
の
卒
業
研
究
、
大
学
院
生

の
研
究
発
表
な
ど
、
研
究
活

動
の
領
域
へ
活
用
機
会
を
拡

大
し
て
い
る
。

２４
時
間
利
用
で
き
る

学
習
環
境
の
整
備

学
生
の
学
習
意
欲
・
学
習

機
会
の
向
上
の
た
め
、
２４
時

間
３
６
５
日
利
用
可
能
な
リ

モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
自
宅
な
ど
学
外
か
ら

Ｓ
Ｓ
Ｌ
―
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
介
し

て
、
情
報
教
室
の
パ
ソ
コ
ン

を
リ
モ
ー
ト
操
作
で
き
、
情

報
教
室
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
資

源
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
資
源
を
、

時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
有
効

活
用
で
き
る
。
授
業
な
ど
で

情
報
教
室
に
リ
モ
ー
ト
接
続

で
き
な
い
時
間
帯
を
補
完
す

る
た
め
、
リ
モ
ー
ト
接
続
専

用
の
ブ
レ
ー
ド
型
Ｐ
Ｃ
６４
台

を
導
入
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
学
生
証
に
よ
る

出
席
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入

２
０
０
８
年
４
月
よ
り
Ｉ

Ｃ
学
生
証
に
よ
る
出
席
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
理

工
系
学
部
の
学
生
証
を
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
対
応
と
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｃ
学
生
証
を
使
っ
た

出
席
管
理
が
簡
単
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
出
席
管
理

シ
ス
テ
ム
は
、
教
室
に
あ
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に

Ｉ
Ｃ
学
生
証

を
か
ざ
す
だ

け
で
出
席
を

取
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
学
生
は
自
分

の
受
講
し
て
い
る
科
目
の
出

席
状
況
を
、
ま
た
、
教
員
は

担
当
し
て
い
る
科
目
の
受
講

生
の
出
席
状
況
を
Ｗ
ｅ
ｂ
画

面
上
で
簡
単
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
提
供

英
語e-Learning
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、ALC

Net
Academ

y

２
を
導
入
し
、
学

生
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由

し
て
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず

に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
進
捗
状
況
や
学

習
結
果
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

自
動
的
に
登
録
さ
れ
る
の

で
、
学
生
の
レ
ベ
ル
や
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
た
学
習
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https

�//edu2007.k.hosei.
ac.jp/

「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究

基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に

本
学
か
ら
２
件
が
採
択

０８
年
９
月
、
文
部
科
学
省

平
成
２０
年
度
「
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
」
に
、
次
の
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
件
が
選
定
さ
れ
た
。

【
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
よ
る
細
胞
内
操
作

技
術
と
生
体
機
能
模
擬
技
術

の
開
発
】

研
究
拠
点
�
法
政
大
学
マ

イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー

【
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
よ
る
政
策
形
成
の

研
究
】

研
究
拠
点
�
法
政
大
学
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー

「
専
門
職
大
学
院
等
に
お

け
る
高
度
専
門
職
業
人
養

成
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
選
定

文
部
科
学
省
平
成
２０
年
度

募
集
右
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う

ち
「
産
学
人
材
育
成
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
、
本
学
大
学
院
政
策
創
造

研
究
科

岡
本
義
行
教
授
の

申
請
が
選
定
さ
れ
た
。

申
請
件
数
１９
件
中
、
選
定

件
数
は
８
件
。
本
取
組
は
、

信
州
大
学
経
済
・
社
会
政
策

科
学
専
攻
と
共
同
し
、
諏
訪

商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
進

め
ら
れ
る
。

「
ア
ジ
ア
学
術
セ
ミ
ナ
ー
」

事
業
に
採
択

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
の
０８
年
度
「
ア
ジ
ア

学
術
セ
ミ
ナ
ー
」
事
業
に
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
選
抜
さ
れ

た
博
士
後
期
課
程
の
院
生
や

若
手
研
究
者
を
対
象
と
し

て
、
最
先
端
の
学
術
動
向
を

レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
も
の
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
命

の
環
境
応
答
に
お
け
る
ゲ
ノ

ム
制
御
」
で
、
組
織
委
員
長

を
生
命
科
学
部
の
石
浜
明
教

授
が
務
め
る
（
０８
年
１２
月
開

催
）。

本
研
究
所
は
、
文
部
科
学

省
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（Center

Of
Excellence

卓
越
し
た

研
究
拠
点
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

本
学
の
「
日
本
発
信
の
国
際

日
本
学
の
構
築
」
が
採
択
さ

れ
た
２
０
０
２
年
に
設
立
さ

れ
た
。以
来
、本
学
既
設
の
野

上
記
念
能
楽
研
究
所
、
沖
縄

文
化
研
究
所
と
連
携
し
、
新

た
な「
国
際
日
本
学
」の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
日
本
学
」
そ
の
も
の
は

外
国
産
と
言
え
よ
う
。
あ
る

言
語
圏
で
、
日
本
の
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
現
象
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
学
問
研
究
が
、

そ
の
言
語
圏
で
、
ま
と
め
て

「
日
本
学
」
の
名
で
呼
ば
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
文
学
、

哲
学
、
社
会
学
、
人
類
学
な

ど
人
間
科
学
の
多
様
な
観
点

が
共
存
し
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
「
日
本
学
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
も

そ
も
学
際
的
に
開
か
れ
た
存

在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
各
所
で
の
「
日
本
学
」
を

結
び
付
け
、
そ
れ
に
さ
ら
に

国
際
的
な
性
格
を
付
与
す
る

こ
と
で
、
「
日
本
学
」
全
体

に
新
た
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

展
開
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目

指
し
て
、
法
政
大
学
の
提
唱

の
下
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の

が
、
「
国
際
日
本
学
」
で
あ

る
。「

国
際
日
本
学
」
は
こ
う

し
て
、
日
本
文
化
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
す
る
、
学
際
的
で
あ

る
と
同
時
に
国
際
的
な
、
意

欲
的
な
学
問
研
究
の
試
み
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日

本
に
お
け
る
日
本
研
究
の
諸

成
果
が
、
よ
り
多
量
に
よ
り

直
接
に
、
外
に
発
信
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

世
界
各
所
で
「
日
本
学
」
を

活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

日
本
文
化
へ
の
新
た
な
関
心

を
喚
起
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
。「

国
際
日
本
学
」
は
、
他

方
で
こ
の
日
本
に
お
い
て
重

要
な
存
在
で
あ
る
。
日
本
に

は
、
日
本
に
つ
い
て
の
文
学

研
究
、
歴
史
研
究
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
独
立
に
あ
っ
て
も
、

学
際
的
な
「
日
本
学
」
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し

て
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
日

本
研
究
は
、
「
国
文
学
」「
国

史
学
」
と
い
っ
た
名
前
が
示

す
よ
う
に
、
と
か
く
内
に
こ

も
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
「
国

際
日
本
学
」
は
、
そ
の
よ
う

な
日
本
に
お
け
る
日
本
研
究

を
、
学
際
的
か
つ
国
際
的
に

開
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に

二
重
に
開
く
こ
と
で
、
「
国

際
日
本
学
」
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
る

国
際
世
界
に
お
い
て
、
日
本

文
化
の
特
殊
性
と
普
遍
性
と

を
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
本
研
究
所
で
は
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究

集
会
な
ど
を
通
じ
て
、
内
外

の
研
究
者
と
と
も
に
、
以
上

の
「
国
際
日
本
学
」
の
研
究

活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
研
究
成
果
は
、
機

関
誌
『
国
際
日
本
学
』
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
出
版
物

を
通
し
て
、
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ

ト
（http

�//aterui.i.
hosei.ac.jp/

）
で
、
広
く
公

開
さ
れ
て
い
る
。

法
政
大
学
情
報
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
、
私
立
大
学
戦
略
的
研

究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
旧

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
�
オ
ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
）
の
下
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
教
育
・
研
究
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
と
実
践
に
関
す
る
総

合
的
研
究
」を
行
っ
て
い
る
。

教
育
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

本
研
究
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
て
、

米
国
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、

英
国
・
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
ス

イ
ス
連
邦
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

の
各
海
外
拠
点
な
ど
を
結
ん

だ
国
際
的
な
特
色
あ
る
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
代

表
例
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
教

鞭
を
と
る
講
師
に
よ
る
Ｍ
Ｂ

Ａ
関
連
科
目
授
業
、
日
・
米

・
韓
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
講

師
か
ら
障
害
者
の
自
立
支
援

技
術
に
つ
い
て
世
界
の
最
新

動
向
を
学
ぶ
コ
ー
ス
、
日
米

双
方
の
学
生
が
遠
隔
受
講
す

る
授
業
交
換
（
通
称
�e-

class

）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
各
拠
点
か
ら

も
各
種
遠
隔
講
義
・
ゼ
ミ
な

ど
を
実
施
す
る
な
ど
、
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
な
教
育
展
開
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
教

育
の
提
供
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
支
援
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
や
自
動

字
幕
提
示
シ

ス
テ
ム
な
ど

の
独
自
開
発

も
行
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、

本
年
度
よ
り

モ
バ
イ
ル
デ

バ
イ
ス
や
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
は
じ
め
と
す
る
３
Ｄ
仮
想

空
間
の
活
用
な
ど
、
ユ
ビ
キ

タ
ス
な
教
育
環
境
の
構
築
に

向
け
た
実
証
実
験
も
本
格
的

に
開
始
し
た
。具
体
的
に
は
、

iPhone

やm
ylo

と
い
っ
た
携

帯
情
報
端
末
と
、
前
述
の
コ

ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
と
の
連
動
や
、
通
信
機

能
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ

ム
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
機
能
な

ど
の
開
発
お
よ
び
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

３
Ｄ
仮
想
空
間
上
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
構
築
し
、
新
し
い
遠

隔
講
義
の
可
能
性
を
探
る
取

り
組
み
も
展
開
し
て
い
る
。

知
の
発
信
へ
の
取
り
組
み

こ
の
ほ
か
、現
在
は
、前
述

の
３
Ｄ
仮
想
空
間
を
教
育
の

場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
知

の
発
信
の
場
と
し
て
の
活
用

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
最

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

学
能
楽
研
究
所
と
共
同
で
、

同
研
究
所
所
蔵
の
貴
重
資
料

を
基
に
、
英
文
解
説
付
き
３

Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
本
学
の
持
つ

知
の
資
源
を
、
Ｉ
Ｔ
技
術
と

の
融
合
に
よ
り
特
色
あ
る
手

法
で
広
く
世
界
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

理理
工工
系系
学学
部部
情情
報報
教教
育育

シシ
スス
テテ
ムム（（
ｅｅ
ｄｄ
ｕｕ
２２
００
００
７７
））のの
構構
築築

ＩＩ
ＴＴ
技技
術術
をを
活活
用用
しし
たた
教教

育育
のの
質質
向向
上上
とと
知知
のの
発発
信信

情
報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）研
究
セ
ン
タ
ー

日日
本本
をを
世世
界界
にに
、、世世
界界
をを
日日
本本
にに

国
際
日
本
学
研
究
所
所
長

安
孫
子

信

科
研
費
実
績
と
さ
ら
な
る

伸
長
に
む
け
て
の
取
り
組
み
研究開発
センター

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
上
に
再
現
し
た
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
・
タ
ワ
ー

教室に設置されてい
る出席管理システム
のカードリーダー
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活
動
資
金
を
得
る
た
め
の

ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
苦
労

増
田

本
日
は
、
学
生
生

活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
外

活
動
を
行
っ
て
い
る
在
学
生

の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

内
田

法
学
部
政
治
学
科

４
年
の
内
田
佳
奈
子
で
す
。

私
は
、
全
国
約
６０
大
学
１
２

０
０
人
の
学
生
が
参
加
す
る

「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

協
会
」
と
い
う
団
体
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
、

災
害
救
援
、
環
境
保
護
、
社

会
福
祉
の
幅
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
、
国
内
外
を
問
わ
ず

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

古
澤

経
営
学
部
経
営
学

科
３
年
の
古
澤
妙
子
で
す
。

１
年
の
と
き
、
聴
覚
に
障
が

い
を
持
つ
学
生
の
講
義
保
障

サ
ポ
ー
ト
に
関
心
を
持
ち
、

聴
覚
障
が
い
学
生
と
一
緒
に

講
義
に
出
て
、
そ
の
学
生
の

耳
代
わ
り
に
な
っ
て
講
義
内

容
を
筆
記
し
て
伝
え
る
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
今
年
４
月
に
で
き

た
「
障
が
い
学
生
支
援
室
」

で
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
ツ
橋

現
代
福
祉
学
部

現
代
福
祉
学
科
４
年
の
三
ツ

橋
宏
介
で
す
。
私
が
所
属
す

る
高
橋
利
一
教
授
の
ゼ
ミ
で

は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
案
に
基
づ
い
て
八
王

子
市
が
推
進
し
て
い
る
「
八

王
子
市
こ
ど
も
育
成
計
画
」

に
参
加
し
、「
夏
の
大
学
た
ん

け
ん
隊
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
実

行
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

増
田

皆
さ
ん
、
な
か
な

か
興
味
深
い
活
動
を
し
て
い

ま
す
ね
。
ど
の
よ
う
な
き
っ

か
け
で
そ
う
し
た
活
動
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
、

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

内
田

高
校
の
と
き
、
た

ま
た
ま
法
政
大
学
で
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
に
入

っ
て
い
た
先
輩
か
ら
、
イ
ン

ド
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

行
く
と
い
う
話
を
聞
い
て
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会
の
時
に
そ

の
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
の
で

話
を
聞
き
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
海
外
に
安
く
行
け
る
、

し
か
も
旅
行
で
は
行
け
な
い

よ
う
な
と
こ
ろ
に
行
け
る
と

い
う
言
葉
に
つ
ら
れ
て
入
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
最
初
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
で
す
（
笑
）
。

増
田

こ
の
４
年
間
で
、

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
か
。

内
田

海
外
で
は
、
中
国

に
植
林
活
動
に
行
っ
た
の
が

最
初
で
、
そ
の
後
は
韓
国
で

の
清
掃
活
動
や
イ
ン
ド
で
の

住
宅
建
設
活
動
、
メ
キ
シ
コ

で
の
水
質
向
上
活
動
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
小
学
校
支
援
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
九
十
九
里
浜

や
多
摩
川
の
清
掃
活
動
、
千

代
田
区
の
障
が
い
者
の
方
々

と
の
交
流
の
ほ
か
、
雪
国
で

の
除
雪
活
動
、
村
お
こ
し
の

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
き
ま

し
た
。

増
田

古
澤
さ
ん
は
、
ど

う
し
て
聴
覚
障
が
い
学
生
の

講
義
保
障
サ
ポ
ー
ト
に
関
心

を
持
っ
た
の
で
す
か
。

古
澤

高
校
時
代
に
聴
覚

障
が
い
を
持
つ
友
人
が
い

て
、
自
分
の
講
義
ノ
ー
ト
を

貸
し
た
り
、
講
演
会
の
内
容

を
メ
モ
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
休
み
時
間
に
は
、
紙
に

書
く
こ
と
で
そ
の
友
人
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
は
友
人
が

障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
な
く
な
る
ほ
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い

て
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
た
め

に
困
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
考

え
も
せ
ず
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

と
い
う
活
動
が
あ
る
こ
と
す

ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
政
に
入
っ
て
新
入
生
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
高
校
の
友
人
の
こ
と

も
あ
っ
て
興
味
を
持
ち
、
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
登
録
し

ま
し
た
。

増
田

講
義
保
障
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

古
澤

サ
ポ
ー
ト
に
は
授

業
内
容
を
筆
記
す
る
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
と
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち

込
む
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
授
業
の

音
声
情
報
を
聴
覚
障
が
い
学

生
に
保
障
す
る
の
で
す
が
、

授
業
は
９０
分
と
長
い
の
で
、

通
常
は
テ
イ
カ
ー
が
２
人
１

組
で
障
が
い
学
生
の
両
側
に

座
っ
て
交
代
し
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

普
通
、
学
生
は
授
業
を
聞

い
て
大
事
な
と
こ
ろ
を
ノ
ー

ト
に
と
り
ま
す
が
、
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
や
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク

で
は
、
授
業
内
容
を
そ
の
ま

ま
視
覚
情
報
に
変
え
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の

ノ
ー
ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

を
見
て
、
障
が
い
学
生
は
、

自
分
で
ノ
ー
ト
を
と
り
ま

す
。
ノ
ー
ト
・
パ
ソ
コ
ン
テ

イ
ク
で
は
、
先
生
の
講
義
内

容
以
外
に
も
、
授
業
中
の
笑

い
声
や
雑
音
な
ど
の
情
報
も

伝
え
る
の
が
理
想
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
な

か
な
か
そ
こ
ま
で
追
い
つ
か

な
い
の
で
す
が
…
…
。

増
田

三
ツ
橋
さ
ん
の
活

動
は
、
高
橋
ゼ
ミ
に
入
っ
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
か
。

三
ツ
橋

夏
の
大
学
た
ん

け
ん
隊
は
、
３
年
上
の
先
輩

の
代
か
ら
、
八
王
子
こ
ど
も

育
成
計
画
の
一
つ
で
あ
る

「
大
学
を
利
用
し
た
体
験
学

習
」
の
推
進
企
画
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
も
と
も
と
子
ど
も
が

大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
１
年

生
だ
っ
た
そ
の
最
初
の
年
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
子

ど
も
た
ち
も
ゼ
ミ
生
も
す
ご

く
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
を
見

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
運
営

す
る
一
員
と
な
っ
て
子
ど
も

と
触
れ
合
い
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
ゼ
ミ
選

択
で
も
高
橋
ゼ
ミ
を
第
一
志

望
に
し
ま
し
た
。

増
田

夏
の
大
学
た
ん
け

ん
隊
は
今
年
で
４
回
目
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

ね
。
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
ど

の
よ
う
な
様
子
で
し
た
か
。

三
ツ
橋

ゼ
ミ
生
３２
人
と

約
１
０
０
人
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
企
画
・
運
営
し

て
、
夏
休
み
に
地
域
の
小
学

生
１
５
０
人
を
キ
ャ
ン
パ
ス

に
招
待
し
て
、
５０
人
ほ
ど
の

保
護
者
の
方
々
と
一
緒
に
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
ク
イ

ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
地
域
の
子
ど
も
、
保
護

者
と
大
学
生
、
福
祉
施
設
関

係
者
ら
に
よ
る
子
育
て
支
援

の
場
を
作
る
こ
と
が
目
的

で
、
大
学
と
地
域
と
の
交
流

の
役
目
も
果
た
し
て
い
ま

す
。ま
た
、保
護
者
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
て
、
子
育

て
セ
ミ
ナ
ー
や
保
護
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。

増
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
く
と
、
時
に
苦

労
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
活
動
し
て
い
て
一
番
大

変
な
の
は
ど
ん
な
時
で
す

か
。内

田

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

準
備
が
大
変
で
す
。
昨
年
の

夏
に
九
十
九
里
浜
へ
清
掃
活

動
に
行
っ
た
と
き
は
、
事
前

に
参
加
者
を
大
学
に
集
め

て
、
な
ぜ
こ
う
い
う
活
動
が

始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
経
緯

や
、
現
在
の
九
十
九
里
浜
が

ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
か
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
よ
り
意
義
の
あ
る
活
動

に
し
た
い
か
ら
で
す
。

泊
ま
り
が
け
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
夏
や
春
の
長
期
休

暇
中
に
行
い
ま
す
が
、
準
備

は
そ
の
２
、
３
カ
月
前
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
期
は

ち
ょ
う
ど
テ
ス
ト
期
間
と
重

な
る
た
め
に
、
勉
強
と
両
立

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昼
間
は
授
業
に
出
て
、
夜
通

し
会
議
な
ど
を
し
て
そ
の
ま

ま
ま
た
大
学
へ
、
と
い
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
、
そ
の
間

に
ア
ル
バ
イ
ト
が
入
っ
た
り

す
る
と
も
っ
と
大
変
で
す
。

ま
た
、
苦
労
す
る
の
が
、

活
動
資
金
を
得
る
た
め
の
営

業
活
動
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

企
業
に
ア
タ
ッ
ク
し
ま
す

が
、
な
か
な
か
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
話
さ
え
聞
い
て
い
た
だ

け
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

辛
い
思
い
を
し
ま
す
。

古
澤

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
は

耳
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
を

正
確
に
聞
き
取
り
、
理
解
し

て
要
点
を
つ
か
み
、
そ
れ
を

文
章
に
し
て
聴
覚
障
が
い
学

生
に
伝
え
る
の
で
す
が
、
筆

記
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
情

報
は
、
話
し
て
い
る
内
容
の

５
分
の
１
程
度
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
情
報
を

正
確
に
多
く
伝
え
る
こ
と
が

最
も
難
し
い
で
す
。
授
業
中

に
雑
音
が
多
い
と
、
先
生
の

言
っ
て
い
る
こ
と
が
聞
き
取

れ
ず
、
う
ま
く
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。利

用
学
生
は
、
テ
イ
カ
ー

が
紙
に
起
こ
し
た
情
報
か
ら

自
分
で
ノ
ー
ト
を
作
る
の

で
、
書
き
も
ら
し
が
多
く
て

焦
っ
た
り
、
伝
え
た
情
報
が

間
違
っ
て
い
な
い
か
心
配
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利

用
学
生
の
試
験
の
結
果
も
自

分
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま

す
。ま
た
、授
業
に
遅
れ
な
い

よ
う
、
先
生
に
失
礼
が
な
い

よ
う
に
気
を
遣
い
ま
す
し
、

授
業
に
よ
っ
て
視
覚
資
料
を

使
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
毎

回
試
行
錯
誤
の
状
態
で
す
。

三
ツ
橋

私
た
ち
の
場
合

も
、
内
田
さ
ん
と
同
じ
よ
う

に
協
賛
企
業
を
探
す
の
が
大

変
で
す
。
ま
た
、
企
画
の
準

談 会

法法政政のの
「「学学生生力力」」はは今今
～総長と語るそれぞれの
学生生活・課外活動～

増田 壽男
総 長
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
自
分

を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
っ

た

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
で

き
る
範
囲
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
た
い

一
般
学
生
や
先
生
方
へ
の
啓

発
活
動
を
大
学
で
行
っ
て
ほ

し
い

自
分
で
が
ん
ば
っ
た
と
思
え

る
も
の
を
見
つ
け
る
よ
う
に

行
動
し
て
ほ
し
い

備
が
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら

で
な
い
と
で
き
な
い
た
め
、

準
備
期
間
が
と
て
も
短
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
苦
労
し
ま

す
。そ

れ
に
、
今
年
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
定
員
１
５
０
人
に

対
し
て
そ
れ
を
大
幅
に
超
え

る
人
数
の
応
募
が
あ
っ
て
、

残
念
な
が
ら
お
断
り
し
た
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス

タ
ッ
フ
数
の
拡
充
と
と
も
に

今
後
の
課
題
の
一
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

増
田

小
さ
い
子
ど
も
の

お
世
話
を
す
る
の
は
何
か
と

大
変
で
し
ょ
う
。

三
ツ
橋

今
年
は
教
室
で

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
迷
路
を

作
り
ま
し
た
。
教
室
を
少
し

暗
く
し
て
雰
囲
気
を
出
し
た

の
で
す
が
、
待
ち
時
間
が
長

く
な
っ
て
し
ま
い
、
泣
き
出

す
子
が
出
た
り
し
て
大
変
で

し
た
（
笑
）
。

保
護
者
の
中
に
は
未
就
学

の
子
ど
も
を
連
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
あ
る
の
で
、
託

児
室
を
用
意
し
て
保
護
者
が

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
い
る

間
、
保
育
士
の
方
に
面
倒
を

み
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で

す
が
、
や
は
り
子
ど
も
を
あ

や
す
の
が
上
手
で
、
ぐ
ず
る

子
ど
も
を
あ
や
す
の
に
私
が

１０
分
か
か
っ
た
の
を
１
分
ぐ

ら
い
で
お
さ
め
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
に
は
感
心
し
ま
し

た
（
笑
）
。

増
田

外
か
ら
見
て
い
る

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
い
ろ

い
ろ
な
苦
労
が
あ
る
よ
う
で

す
ね
。
逆
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
こ
と
、
と
て
も
役
立
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

内
田

活
動
に
行
っ
て
、

現
地
の
方
に「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
と
き
の
感
動
は

一
番
で
す
。
そ
の
一
言
で
そ

れ
ま
で
の
苦
労
が
吹
っ
飛

び
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
心

の
底
か
ら
思
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
私
に
と
っ
て
は

い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ス
面
が
あ
っ

て
、中
で
も
良
か
っ
た
の
は
、

視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。海
外
に
出
る
と
、

日
本
と
は
全
く
違
っ
た
価
値

観
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
宗
教
色
の
強
い

国
に
行
っ
た
と
き
に
、
最
初

は
す
ご
く
抵
抗
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
一
つ
の
価
値

観
だ
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

企
画
す
る
際
に
、
ど
う
い
う

活
動
だ
っ
た
ら
大
学
生
が
満

足
す
る
か
、
企
業
に
協
賛
を

い
た
だ
く
と
き
に
ど
う
い
う

提
案
を
す
れ
ば
お
互
い
に
プ

ラ
ス
の
関
係
に
な
る
の
か
、

と
い
っ
た
広
い
視
点
で
物
事

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
大
き
い
で
す
。

増
田

今
年
の
夏
に
新
潟

で
法
政
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
に
地
元
の

方
か
ら
、
地
震
災
害
の
復
興

支
援
で
は
法
政
の
学
生
さ
ん

が
よ
く
働
い
て
く
れ
た
と
、

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
。

何
か
起
こ
る
と
す
ぐ
に
活

動
体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

内
田

法
政
は
会
員
が
多

く
て
、
市
ケ
谷
、
多
摩
を
中

心
に
３
０
０
人
近
く
い
る
ん

で
す
よ
。
災
害
が
起
き
る
と

ま
ず
、
被
災
地
の
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
現
地
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な

ど
、
２
、
３
人
の
先
遣
隊
が

現
地
に
行
っ
て
確
認
し
ま

す
。
活
動
で
き
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
要
員
を
募
集
し
て
、
災

害
が
起
こ
っ
た
翌
日
か
、
翌

々
日
に
は
出
か
け
て
い
ま

す
。増

田

古
澤
さ
ん
は
ど
う

で
す
か
？

古
澤

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の

活
動
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と

を
あ
げ
る
と
、
集
中
力
が
つ

い
た
こ
と
、
以
前
よ
り
速
く

書
い
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
速

く
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
ほ
か
の
学
部
の
授
業
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
や
、
９０
分

間
の
講
義
の
情
報
量
の
多
さ

を
知
り
、
授
業
を
受
け
ら
れ

る
あ
り
が
た
さ
に
気
付
い
た

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
上
に
大
き
い
の

は
、
活
動
を
通
し
て
多
く
の

仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
今
ま
で
気
付
か
な
か

っ
た
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に

な
り
、
自
分
に
つ
い
て
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
活
動
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
優
し
さ
や

思
い
や
り
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
得
た
も
の
は
と
て
も

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
ツ
橋

私
た
ち
の
活
動

は
お
金
が
か
か
る
た
め
、
企

業
な
ど
の
協
賛
が
不
可
欠
な

の
で
す
が
、
八
王
子
市
の
子

ど
も
育
成
計
画
の
一
環
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
う
簡
単
に
市

か
ら
お
金
を
も
ら
え
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
、
私
と
副
委

員
長
と
後
輩
の
３
年
生
２
人

を
連
れ
て
、
八
王
子
市
に
助

成
金
の
お
願
い
に
行
き
ま
し

た
。そ

う
し
た
こ
と
が
社
会
勉

強
に
な
り
ま
し
た
し
、
一
つ

の
こ
と
を
や
り
と
げ
る
た
め

に
チ
ー
ム
全
体
が
ま
と
ま
っ

た
結
果
、
こ
う
や
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

増
田

そ
う
い
う
経
験

は
、
就
職
活
動
に
も
役
立
っ

た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

三
ツ
橋

す
ご
く
役
立
ち

ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
し
て

い
る
こ
と
が
事
務
の
方
か
ら

現
代
福
祉
学
部
の
大
山
博
教

授
に
伝
わ
っ
て
、
推
薦
で
受

け
て
み
な
い
か
と
い
う
話
を

い
た
だ
き
、
大
手
食
品
メ
ー

カ
ー
の
キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式
会

社
に
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

実
は
私
は
食
品
業
界
に
は

興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
の
社
訓
に

「
親
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
の
で

す
。
私
は
ゼ
ミ
で
児
童
福
祉

を
学
ん
で
い
て
、
子
ど
も
の

虐
待
な
ど
の
問
題
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
。
大
学
た
ん
け

ん
隊
も
、
家
族
福
祉
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
企
画

・
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。親

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
家
族

の
一
番
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

と
思
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
社

訓
に
し
て
い
る
会
社
な
ら
、

私
の
考
え
方
も
そ
こ
で
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

内
田

私
は
ゼ
ミ
で
生
命

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

社
会
貢
献
を
し
た
い
と
い
う

思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
の
２
つ
が
重
な
っ
て
、

医
療
品
メ
ー
カ
ー
で
Ｍ
Ｒ

（
医
薬
情
報
担
当
者
）
と
し

て
働
く
道
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
人
前
で

し
ゃ
べ
る
の
が
そ
れ
ほ
ど
得

意
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
ゼ
ミ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
人
前
で
発
表

や
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
就
職
活
動
に
も
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

増
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
経
験
や
、
そ
れ
を
通
じ

て
得
た
も
の
を
、
皆
さ
ん
の

今
後
に
ど
う
生
か
し
て
い
こ

う
、
あ
る
い
は
ど
う
生
か
せ

る
と
思
い
ま
す
か
。

内
田

活
動
を
通
し
て
、

視
野
が
広
く
な
り
、
人
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
何
事

に
お
い
て
も
常
に
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
物
事
を
考
え
、

周
り
の
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
、
自
分
に

で
き
る
範
囲
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

古
澤

自
分
が
活
動
を
続

け
る
こ
と
で
、
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
に
理
解
を
示
し
協
力
し
て

く
れ
る
人
が
増
え
、
大
学
全

体
に
講
義
保
障
の
概
念
が
広

ま
っ
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
の
問
題
の

一
つ
に
人
手
不
足
が
あ
り
、

講
義
保
障
の
不
完
全
な
大
学

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
周
辺
の
大
学
と
提
携
し

て
相
互
的
に
ノ
ー
ト
テ
イ
カ

ー
を
派
遣
で
き
る
仕
組
み
を

作
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

自
分
自
身
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で

聴
覚
に
障
が
い
を
持
つ
人
た

ち
と
一
生
か
か
わ
っ
て
い
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
私
自

身
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
得
た
も
の
が
大
き
い

分
、
今
度
は
自
分
が
ほ
か
の

人
た
ち
に
還
元
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
ツ
橋

大
学
た
ん
け
ん

隊
で
私
た
ち
が
時
間
を
か
け

て
つ
く
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

お
礼
を
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し

ま
し
た
。
苦
労
し
た
か
ら
こ

そ
評
価
し
て
く
れ
る
う
れ
し

さ
を
知
っ
た
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
食
品
メ
ー
カ
ー
で
働

く
中
で
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ

っ
て
も
消
費
者
の
笑
顔
を
忘

れ
ず
に
が
ん
ば
り
続
け
る
力

を
得
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
今
ま
で
や
っ
て

き
た
家
族
へ
の
支
援
を
続
け

て
い
っ
て
、
食
卓
か
ら
家
族

の
幸
せ
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
手
助
け
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
田

皆
さ
ん
の
活
動

は
、
後
輩
た
ち
に
受
け
継
が

れ
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
活
動
に

関
し
て
法
政
大
学
に
要
望
す

る
こ
と
や
期
待
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

内
田

私
た
ち
は
法
政
で

は
献
血
の
お
手
伝
い
や
、
先

日
の
法
政
フ
ェ
ア
に
呼
ん
で

い
た
だ
い
た
り
、
活
動
の
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
特
に
要
望
と
い
う

の
は
な
い
の
で
す
が
、
会
員

数
に
対
し
て
活
動
の
場
が
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
活
動

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
面
で
、
法
政
大
学
の
中

に
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

増
田

法
政
フ
ェ
ア
で
は
い

ろ
い
ろ
な
学
生
団
体
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

学
生
や
受
験
生
ば
か
り
で
な

く
ご
父
母
の
方
々
も
来
場
さ

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
私

の
話
な
ど
よ
り
も
学
生
団
体

の
ほ
う
が
人
気
が
あ
る
ん
で

す
（
笑
）
。
ご
父
母
は
大
学

で
学
生
が
ど
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
学
生
団
体

が
参
加
し
て
く
れ
る
の
は
、

と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

古
澤

今
、
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
の
講
座
を
学
生
セ
ン
タ
ー

で
開
い
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
が
、
初
級
編
が
前
期

１
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ノ

ー
ト
テ
イ
ク
は
技
術
が
必
要

な
の
で
、
回
数
を
増
や
し
た

り
、
中
級
編
な
ど
レ
ベ
ル
の

異
な
る
講
座
を
設
け
る
な

ど
、
も
っ
と
講
座
数
を
増
や

し
て
い
た
だ
け
る
と
、
そ
の

分
人
数
も
集
ま
り
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
私
自
身
の
反
省
で

も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
活

動
が
広
が
る
た
め
に
は
、
知

ら
な
い
と
い
う
の
が
一
番
大

き
な
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
で
、

障
が
い
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
、
障
が
い
学
生
の
講
義

保
障
に
つ
い
て
発
信
す
る
活

動
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。大
学
の
ほ
う
か
ら
も
、

例
え
ば
入
学
時
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
で
テ
イ
カ
ー
を
募
集

し
た
り
、
学
生
や
先
生
方
へ

の
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
田

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
障
が
い
学
生
支
援
室
が

あ
っ
て
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
な

ど
の
講
座
も
開
い
て
い
ま
す

ね
。
三
ツ
橋
さ
ん
は
何
か
要

望
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

三
ツ
橋

大
学
に
は
ハ
ー

ド
面
で
は
と
て
も
多
く
の
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
呼

び
た
か
っ
た
の
で
、
土
曜
日

に
開
催
し
、
夏
休
み
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
事
務
の
方
々
に

出
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
現
代
福
祉
学
部
の

校
舎
は
す
べ
て
使
え
た
の
で

す
が
、
社
会
学
部
、
経
済
学

部
の
校
舎
も
使
え
れ
ば
、
も

っ
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
た
の
で
、
欲
を
い
え
ば
、

す
べ
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。

増
田

４
年
生
の
内
田
さ

ん
、
三
ツ
橋
さ
ん
は
、
だ
ん

だ
ん
卒
業
が
近
づ
い
て
き
ま

す
が
、
課
外
活
動
に
参
加
し

て
い
な
い
一
般
学
生
や
活
動

を
共
に
し
て
い
る
後
輩
に
伝

え
た
い
こ
と
は
何
か
あ
り
ま

す
か
？

内
田

大
学
は
本
当
に
自

由
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
か

わ
り
自
分
か
ら
動
か
な
け
れ

ば
、
た
だ
何
と
な
く
毎
日
が

過
ぎ
て
し
ま
い
、
あ
っ
と
い

う
間
に
４
年
間
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

積
極
的
に
自
分
か
ら
行
動
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

は
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

私
は
１
年
生
の
前
期
は
ア

ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
な
か
っ

た
し
、
大
学
と
自
宅
の
往
復

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
今
思
う

と
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
こ

と
を
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
自

分
か
ら
動
く
こ
と
に
よ
り
い

ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
部
活
で

も
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
、
資
格

取
得
で
も
何
で
も
い
い
の

で
、
自
分
で
が
ん
ば
っ
た
と

思
え
る
も
の
を
見
つ
け
る
よ

う
に
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。

三
ツ
橋

大
学
は
高
校
と

違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

強
制
力
が
な
く
な
る
場
な
の

で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

遊
ん
で
い
る
だ
け
で
は
、
大

学
生
活
で
何
を
や
っ
て
き
た

ん
だ
と
い
わ
れ
た
と
き
に
何

も
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
は
大
学
へ
行
っ
た
意
味
が

な
い
よ
う
に
私
は
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
１
年
の
と
き

か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
、
見
つ
け
た

の
が
こ
の
活
動
だ
っ
た
の
で

す
。

目
標
を
持
っ
て
何
か
を
や

る
こ
と
で
、
将
来
に
役
立
つ

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
し
、

そ
れ
が
一
つ
の
思
い
出
に
も

な
り
ま
す
。
大
学
生
活
を
楽

し
む
に
は
、
何
か
自
分
で
行

動
を
起
こ
し
た
ほ
う
が
絶
対

に
楽
し
い
と
思
う
の
で
、
今

の
３
年
生
、２
年
生
、１
年
生

に
も
、
来
年
入
っ
て
く
る
人

た
ち
に
も
、
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
て
行
動
し
て
も
ら
い

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
田

後
輩
の
皆
さ
ん
に

は
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
３
年
生
の
古

澤
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

古
澤

私
も
、
大
学
生
活

の
中
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
迷
わ
ず
に
積
極
的
に

す
ぐ
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

実
は
私
も
、
１
年
か
ら
ノ

ー
ト
テ
イ
ク
は
始
め
て
い
た

の
で
す
が
、
最
初
の
こ
ろ
は

ア
ル
バ
イ
ト
も
し
な
か
っ
た

し
、
大
学
で
授
業
を
受
け
て

帰
る
だ
け
の
生
活
が
す
ご
く

も
っ
た
い
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
学
生
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
が
、
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
少
し

で
も
や
り
た
い
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

増
田

皆
さ
ん
、
非
常
に

明
る
く
て
活
発
で
、
自
分
の

や
り
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
支
援
活
動
を
一
生
懸
命

に
や
っ
て
い
ま
す
。
人
か
ら

強
制
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

自
分
で
発
想
し
て
、
自
ら
進

ん
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
、
だ
か
ら

こ
そ
長
く
継
続
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
皆

さ
ん
の
よ
う
に
実
体
験
を
持

っ
て
い
る
と
強
い
。
ま
さ
に

「
学
生
力
」
を
感
じ
ま
す
。

そ
う
い
う
体
験
を
ぜ
ひ
後
輩

た
ち
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

内田 佳奈子さん
法学部政治学科４年

古澤 妙子さん
経営学部経営学科３年

２００９（平成２１）年１月１日（木） 第３３号法 政 大 学 報（７）
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本
学
の
「『
学
生
の
力
』

を
活
か
し
た
学
生
支
援
体
制

の
構
築
」
が
、
２
０
０
７
年

度
文
部
科
学
省
「
学
生
支
援

Ｇ
Ｐ
」
に
採
択
さ
れ
た
。

学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
と
は
、
新

た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
こ
と
で
、
学
生
の
人
間
力

を
高
め
、
人
間
性
豊
か
な
社

会
人
の
育
成
・
輩
出
を
目
指

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
採
択
さ
れ
た
取
り

組
み
は
、
法
政
Ｐ
Ｓ
Ｃ
（
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）。「
学
生
が
学
生
を
支

援
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式
で
展

開
、
学
生
と
大
学
と
が
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
か
ら

１
年
。
経
過
報
告
と
し
て
、

主
な
動
き
を
紹
介
す
る
。

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
支支
援援

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト（（
ＶＶ
ＳＳ
ＰＰ
））

学
生
ス
タ
ッ
フ
主
導
で
、

春
夏
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
さ
ら
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
設
立
を
目
標

に
、
他
大
学
や
公
的
機
関
を

訪
問
し
て
先
進
事
例
を
研

究
。
設
立
に
向
け
た
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
る
。
昨
年

１１
月
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
準
備
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
４
月
開
設
に
向

け
本
格
的
に
始
動
す
る
。

障障
がが
いい
学学
生生
支支
援援

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

主
に
聴
覚
障
が
い
学
生

へ
、
講
義
中
の
音
声
情
報
を

文
字
化
し
て
伝
え
る
要
約
筆

記
通
訳
者
（
学
生
ノ
ー
ト
テ

イ
カ
ー
）
に
よ
る
講
義
保
障

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
前
期

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
不

足
し
て
い
た
が
「
課
外
教
養

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
で
募
集

し
た
結
果
、
多
く
の
学
生
の

協
力
が
得
ら
れ
、
現
在
で
は

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
す
べ
て

の
講
義
に
テ
イ
カ
ー
を
派
遣

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同同
郷郷
会会

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

在
学
生
が
気
軽
に
交
流
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
手
始
め

に
東
北
地
方
の
宮
城
県
支
部

を
立
ち
上
げ
、
今
後
は
会
員

数
の
多
い
四
国
地
方
、
中
部

地
方
の
各
支
部
を
立
ち
上
げ

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
組

織
作
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
交

流
会
・
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
し
て
き
た
。

今
後
は
卒
業
生
と
の
交
流

会
も
行
な
い
た
い
。

ピピ
アア
・・
ササ
ポポ
ーー
トト

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

「
ピ
ア
�
仲
間
」
と
い
う

概
念
か
ら
学
生
同
士
お
互
い

に
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
環
境
を

つ
く
る
。
先
輩
学
生
が
新
入

生
の
疑
問
・
不
安
に
応
え
る

「
新
入
生
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

や
、
先
輩
学
生
の
協
力
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
う
た
め
の
「
新
入
生
合

宿
」も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
、
埼
玉
県
秩

父
郡
皆
野
町
の
森
で
、
林
業

体
験
「
法
政
の
森
づ
く
り
」

も
開
始
し
た
。

課課
外外
教教
養養
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
ププ
ロロ

ジジ
ェェ
クク
トト
（（
ＫＫ
ＹＹ
ＯＯ
ＰＰ
ＲＲ
ＯＯ
））

大
学
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
・
運
営
に
携
っ
て
い
る
。

学
生
が
つ
く
る
、
学
生
向

け
イ
ベ
ン
ト
で
「
参
加
者
間

の
交
流
」「
学
び
の
き
っ
か
け

づ
く
り
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
は
実
践
的

な
活
動
か
ら
社
会
人
基
礎
力

を
培
う
。
主
な
企
画
に
踊
り

を
練
習
し
て
祭
に
参
加
し
た

「
チ
ー
ム
阿
波
踊
り
」な
ど
。

ＦＦ
ＤＤ
義義
務務
化化

２
０
０
５
年
４
月
に
発
足

し
た
法
政
大
学
Ｆ
Ｄ
推
進
セ

ン
タ
ー
は
今
年
４
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
こ
の
間
、
０７
年

に
は
大
学
院
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ

が
義
務
化
さ
れ
、
０８
年
に
は

学
部
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
が
義
務

化
さ
れ
た
。
大
学
院
に
お
け

る
Ｆ
Ｄ
義
務
化
が
先
行
し
た

理
由
は
、
大
学
院
は
大
学
教

員
を
育
成
・
供
給
す
る
最
大

の
場
で
あ
る
の
で
、
将
来
の

Ｆ
Ｄ
活
動
の
担
い
手
を
確
保

す
る
こ
と
を
優
先
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｄ
と
は
、Faculty
D
evelopm

ent

の
略
で
あ

る
。Faculty

に

は
、「
能

力
」「
機
能
」「
学
部
」な
ど
の

意
味
が
あ
る
が
、
「
学
部
・

大
学
院
教
授
団
」
の
こ
と
。

D
evelopm

ent

は
「
開

発
」。開
発
に
は
研
究
能
力
を

開
発
す
る
側
面
も
あ
る
。
し

か
し
、
一
般
的
に
Ｆ
Ｄ
と
は

教
授
団
の
教
育
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

文
科
省
流
の
言
い
方
を
す
る

と
、「
大
学
は
、
当
該
大
学

の
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の

改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的

な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す

る
も
の
と
す
る
」
と
な
る
。

Ｆ
Ｄ
義
務
化
の
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
え

ば
、教
育
な
ど
の
改
善
を「
組

織
的
に
」
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。さ

て
、
全
学
的
な
Ｆ
Ｄ
組

織
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン

タ
ー
は
、
教
員
が
授
業
の
内

容
と
方
法
を
改
善
す
る
の
を

援
助
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
は
い
わ
ば
Ｆ

Ｄ
活
動
の
黒
子
、
脇
役
で
あ

る
。
Ｆ
Ｄ
活
動
の
主
役
は
、

教
職
員
と
学
生
を
擁
す
る
各

教
学
単
位
で
あ
る
。
そ
の
点

を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
、

セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
か
ら
め

て
法
政
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
ご
紹
介

す
る
。

セセ
ンン
タタ
ーー
のの
活活
動動
とと

ＦＦ
ＤＤ
のの
進進
捗捗

セ
ン
タ
ー
の
前
身
は
、
０３

年
１１
月
に
設
置
さ
れ
た
法
政

大
学
全
学
Ｆ
Ｄ
推
進
委
員
会

で
あ
っ
た
。
全
学
Ｆ
Ｄ
推
進

委
員
会
は
、
「
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
す
る
母
体
と
し
て
誕
生

し
た
。
最
初
の
全
学
共
通
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
０４

年
度
前
期
に
行
わ
れ
、
１
〜

５
の
５
段
階
評
価
で
み
る

と
、
授
業
に
対
す
る
総
合
的

な
満
足
度
の
平
均
は
、
学
部

で
３
・
５
、
大
学
院
で
４
・

０
で
あ
っ
た
。
０８
年
度
前
期

で
は
、
４
・
０
と
４
・
２
と

な
っ
て
お
り
、
満
足
度
は
毎

年
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。

満
足
度
は
、
授
業
の
内
容
が

難
し
い
ほ
ど
低
く
、
逆
に
比

較
的
容
易
な
授
業
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
ポ

イ
ン
ト
が
高
け
れ
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
授
業
の
工
夫
を
聞
く
項

目
を
み
る
と
、
「
大
い
に
そ

う
で
あ
る
」
評
価
が
こ
の
４

年
間
で
１４
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
上

が
っ
て
お
り
、
教
員
の
努
力

に
よ
る
満
足
度
の
上
昇
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
シ

ラ
バ
ス
を
参
考
に
授
業
を
選

択
す
る
学
生
は
着
実
に
増

え
、
３０
％
に
達
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
授
業
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
を
よ
り
実
用
的

で
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
す

る
た
め
、
目
下
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
様
式
と
取
り
方
を
見
直

し
て
い
る
。
２
０
０
９
年
度

か
ら
新
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
年
度
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度

が
全
学
で
（
通
教
ほ
か
一
部

除
く
）
導
入
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｐ

Ａ
と
は
、
あ
る
期
間
に
履
修

し
た
各
科
目
の
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ

（
成
績
評
点
）
に
、
そ
の
科

目
の
単
位
数
を
掛
け
た
数
値

の
総
和
を
出
し
、
そ
れ
を
総

単
位
数
で
除
し
た
数
字
で
あ

り
、
１
単
位
当
た
り
の
平
均

評
点
を
意
味
す
る
。
成
績
Ａ

＋
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ

に
対
す
る
評
点
は
４
、
３
、

２
、
１
、
０
、
０
で
あ
る（
Ｄ

は
不
可
、
Ｅ
は
未
履
修
）
。

Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
導
入
の
「
メ

リ
ッ
ト
」
は
な
に
か
と
い
え

ば
、
学
生
の
質
の
保
証
の
目

安
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
Ａ
＋
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
が
混
在
し
た
成
績
表
よ
り

（
個
々
の
学
生
の
特
性
を
知

る
上
で
は
重
要
で
あ
る

が
）
、
数
値
で
示
し
た
方
が

は
る
か
に
分
か
り
や
す
い
。

た
だ
し
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
を
生

か
す
た
め
に
は
、
教
員
が
厳

格
（
辛
い
評
価
と
い
う
意
味

で
は
な
い
）
で
公
正
な
成
績

評
価
を
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
。
国
際
化
が
進
む
中
、

法
政
大
学
が
そ
の
地
位
を
確

た
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
成
績
評
価
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
、
社
会
学
部
は
先
行

し
、学
部
と
し
て
成
績
Ａ
＋
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
配
分
を
決
め
、

成
績
評
価
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
応
え
よ
う

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生

の
質
の
保
証
と
い
う
観
点
か

ら
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
退
学
勧
告
に
利

用
し
、
成
績
不
振
の
学
生
の

奮
起
を
促
す
た
め
に
利
用
し

て
い
る
他
大
学
も
あ
る
。
Ｇ

Ｐ
Ａ
に
関
し
て
、
法
政
大
学

は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

ＦＦ
ＤＤ
活活
動動
のの
恒恒
常常
化化

最
近
、
Ｆ
Ｄ
疲
れ
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
。
疲
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
Ｆ
Ｄ
が

日
常
化
し
つ
つ
あ
る
の
だ
と

思
う
。
本
学
の
例
を
ひ
と
つ

挙
げ
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
・
デ

ザ
イ
ン
学
部
は
Ｆ
Ｄ
を
含
む

教
学
問
題
に
つ
い
て
、
学
生

を
巻
き
込
ん
で
常
時
議
論

し
、
実
践
し
て
い
る
。
最
初

に
述
べ
た
が
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の

主
役
は
各
教
学
単
位
で
あ

る
。
セ
ン
タ
ー
は
黒
子
に
徹

し
、
教
学
単
位
の
Ｆ
Ｄ
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

長
期
海
外
留
学
制
度
の
実
現

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
２

０
０
３
年
に
大
学
の
社
会
貢

献
部
門
を
担
う
戦
略
的
・
実

践
的
な
研
究
機
関
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
同
年
、
文
部
科

学
省
の
私
立
大
学
学
術
高
度

化
推
進
事
業
の
採
択
を
得
て

過
去
５
年
間
に
わ
た
り
、
自

治
体
の
政
策
形
成
の
拠
点
と

し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
自
治
体
が
当
面
す
る
政

策
課
題
の
解
決
を
通
し
て
政

策
研
究
を
深
め
、
ま
た
そ
の

過
程
で
研
究
者
と
政
策
担
当

者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
体

験
的
・
実
践
的
な
人
材
育
成

教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

遠
隔
地
域
で
の
人
材
育
成
事

業
「
法
政
大
学
地
域
づ
く
り

塾
」地

域
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
教
育
研
究
の
実
績
に

よ
り
、
自
治
体
と
の
連
携
事

業
は
近
隣
・
近
郊
地
域
か
ら

遠
隔
地
域
へ
と
そ
の
輪
を
広

げ
、
２
０
０
７
年
に
は
秋
田

県
仙
北
市
・
石
川
県
白
山
市

・
岐
阜
県
飛
騨
市
と
の
事
業

協
力
協
定
締
結
へ
至
っ
た
。

現
在
、「
法
政
大
学
地
域

づ
く
り
塾
」（
文
部
科
学
省

委
託
事
業
）
を
開
設
し
、
３

市
に
在
住
す
る
社
会
人
を
対

象
と
し
た
地
域
振
興
を
担
う

人
材
育
成
を
目
的
に
、
東
京

の
大
学
ス
タ
ジ
オ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
同

時
・
多
地
点
・
双
方
向
の
遠

隔
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。

東
京
都
台
東
区
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
す
る
実
践
的
体
験
教
育

研
究
成
果
は
、
学
部
生
を

対
象
と
し
た
実
践
的
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
へ
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
の
開
設
授
業

「
社
会
貢
献
・
課
題
解
決
教

育
」
は
、「
台
東
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」
を
拠
点
に
、

学
生
た
ち
が
同
区
を
中
心
と

し
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
中
小

企
業
・
商
店
街
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ

ロ
セ
ス
に
実
際
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
課
題
発
見
か
ら
解

決
ま
で
の
手
法
を
学
び
、
そ

の
実
践
の
中
で
課
題
解
決
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

ま
た
同
時
に
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
最
終
的
に
は
１

年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
と

し
て
個
々
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
対
し
て
事
業
の
企
画
や
業

務
の
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
提
案
を
公
表
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
昨
年
１２
月
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
視
察
調
査
に
お
い

て
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
事
業
は
文
部

科
学
省
か
ら
さ
ら
に

３
カ
年
の
継
続
が
認

め
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
充
と
実
践

的
な
研
究
教
育
活
動

へ
の
取
り
組
み
を
展

開
さ
せ
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

長
期
海
外
留
学
制
度
の
実
現

文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学

院
生
を
長
期
間
海
外
大
学
院

等
に
派
遣
し
、
学
位
取
得
や

専
門
分
野
の
研
究
を
行
う
国

際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
本

学
か
ら
１
名
が
採
択
さ
れ

た
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
立
大
学
大
学
院
で
研
究
活

動
に
専
念
。
ま
た
一
昨
年
１１

月
に
日
加
戦
略
的
留
学
生
交

流
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
盟

し
、
１
名
が
合
格
。
現
在
、

プ
リ
ン
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
で
留
学
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

協
定
校
の
増
加
・
交
流

２
０
０
８
年
、
新
規
に
８

大
学
と
協
定
を
締
結
し
、
本

学
の
協
定
校
は
２３
カ
国
６５
大

学
・
機
関
と
な
っ
た
（
２
０

０
８
年
１０
月
末
現
在
）。
学

術
交
流
協
定
の
ほ
か
、
学
生

交
換
協
定
や
Ｓ
Ａ
協
定
な
ど

多
様
な
形
態
の
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

「
留
学
生
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

６
月
２８
日
、
「
第
２７
回
留

学
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
法
政
大

学
国
際
学
生
交
流
会
〈
Ｈ
ｉ

‐
Ｃ

Ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
〉
主

催
、
法
政
大
学
後
援
会
・
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
後
援
）
が

富
士
見
坂
校
舎
ス
テ
ラ
ビ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
今
年

は
３
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
留
学

生
１２
人
が
出
場
し
た
。

留
学
生
の
支
援
体
制
の
充
実

２
０
０
８
年
４
月
２
日
、

先
輩
の
留
学
生
、
日
本
人
学

生
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
た
新
外
国
人
留
学
生
向

け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
新
し
い
試
み
と
し
て

新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
７
月
に
は
留
学
生
に
対

す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
。
さ
ら
に
外
国
人
留
学
生

が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
法
政
大
学
の
国
際
交
流

を
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

（
留
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
約
３０

人
が
活
動
し
て
い
る
。

中間報告

学学
生生
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
大大
活活
躍躍

文文
部部
科科
学学
省省
・・
学学
生生
支支
援援
ＧＧ
ＰＰ
採採
択択
事事
業業

「
学
生
の
力
」
を
活
か
し
た
学
生
支
援
体
制
の
構
築

Ｆ
Ｄ
推
進
セ
ン
タ
ー
長

大
沢

暁

進進
むむ
ＦＦ
ＤＤ
活活
動動

地地
域域
研研
究究
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
１１
年年

地
域
社
会
と
大
学
を
結
ぶ

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
研
究
教
育
活
動

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動

ボランティア支援プロジェクト
春のボランティアイベントでは新歓時
期ということもあり、約２００人が参加
し大盛況となった。このイベントをき
っかけに、サークル員が倍増した団体
もあった。

同郷会プロジェクト
春に新入生サポーターとして、学生生
活上の疑問点を解消する「同郷会交流
窓口」を開設した。また、一人暮らし
の学生を支援する冊子『How to 一人
暮らし』を作成・配布した。

ピア・サポートプロジェクト
２００８年度から始めた林業体験。森づく
りに先立ち「法政の森づくり」という
看板を立て、皆野町長はじめ、森づく
りの講師と一緒に記念撮影。

課外教養プログラムプロジェクト
「見るだけに終えない、考える見学」
をテーマに、学生スタッフが工夫を凝
らした企画、シリーズ「大学生の社会
科見学」。これは、ＪＡＬ機体整備工
場見学時の様子。

★★★ Hosei PSCサイトも随時更新中 ★★★
その他、各種スキルアップを目指す「エンパワーメントプロジェクト」、
先輩による後輩への就活支援「キャリア支援プロジェクト」もある。
全ての情報はコチラ http : //www.hosei.ac.jp/gakuseishien/

【学び直し】体験プログラム

最
優
秀
賞
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

・
ツ
ォ
イ
さ
ん
（
タ
シ
ケ
ン

ト
国
立
東
洋
学
大
学
）

（８）第３３号 ２００９（平成２１）年１月１日（木）法 政 大 学 報
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車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
競
技
本
来
の
ゲ
ー
ム
性

に
加
え
、
車
い
す
を
駆
使
し

た
ス
ピ
ー
ド
感
、
障
が
い
の

軽
重
を
越
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
な
ど
が
魅
力
と
な
り
フ
ァ

ン
層
を
広
げ
て
い
る
。
前
田

憲
造
氏
は
そ
の
日
本
代
表
選

手
と
し
て
２
０
０
８
年
９
月

に
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
北
京
大
会
に
出
場
し
た
。

幼
く
し
て
左
足
を
失
い
、

義
足
で
生
活
し
て
き
た
前
田

氏
だ
っ
た
が
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
は
遅
か

っ
た
。
学
生
時
代
は
健
常
者

と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
中
学

時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
法
政
大
学
第
二
高
校
時

代
は
柔
道
部
で
活
動
し
た
。

「
先
生
や
先
輩
方
の
配
慮
の

お
か
げ
で
す
が
、
高
校
で
は

何
も
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と

な
く
普
通
に
試
合
に
出
て
、

黒
帯
も
取
っ
て
、
楽
し
い
ク

ラ
ブ
生
活
で
し
た
」

大
学
で
は
ク
ラ
ブ
に
は
所

属
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
週

末
に
友
人
た
ち
と
集
ま
っ
て

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習
を
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
前

田
氏
は
大
学
時
代
も
後
半
に

な
っ
て
、
義
足
の
調
整
の
た

め
に
訪
れ
た
医
師
と
の
何
気

な
い
会
話
の
中
で
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
存
在
を
知
っ
た
。

悔
し
さ
バ
ネ
に
の
め
り
込
む

長
い
間
、
健
常
者
と
の
間

に
感
じ
て
き
た
義
足
の
ハ
ン

デ
か
ら
解
放
さ
れ
て
全
力
で

プ
レ
ー
で
き
る
。
意
気
込
ん

で
飛
び
込
ん
だ
車
い
す
バ
ス

ケ
の
世
界
だ
っ
た
が
、
意
外

に
も
現
実
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

か
っ
た
。
ま
ず
障
が
い
と
な

っ
た
の
は
、
車
い
す
そ
の
も

の
の
操
作
技
術
。
コ
ー
ト
の

中
で
猛
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け
素

早
く
タ
ー
ン
す
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
技
術
と
上
半
身
の

爆
発
的
な
パ
ワ
ー
が
必
要
と

な
る
。
初
め
て
車
い
す
に
乗

っ
た
前
田
氏
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
至
難
の
技
だ
っ
た
。

「
チ
ー
ム
の
中
で
自
分
の

障
が
い
の
程
度
は
最
も
軽
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
初
め

は
ス
ピ
ー
ド
も
パ
ワ
ー
も
追

い
つ
か
な
く
て
、
ず
い
ぶ
ん

悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
」

だ
が
、
そ
の
悔
し
さ
が
バ

ネ
と
な
り
、
車
い
す
バ
ス
ケ

の
世
界
に
急
速
に
引
き
込
ま

れ
て
い
っ
た
。

遠
か
っ
た
代
表
選
手
へ
の
道

ほ
ど
な
く
前
田
氏
は
全
国

レ
ベ
ル
の
大
会
で
活
躍
を
始

め
る
。
２
０
０
４
年
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
で

は
全
日
本
強
化
チ
ー
ム
に
招

集
さ
れ
、
最
終
選
考
ま
で
残

っ
た
。
２
０
０
６
年
に
オ
ラ

ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
選

手
権
大
会
で
は
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
入
り
も
果
た
し
た
。

だ
が
、
順
調
に
地
歩
を
固
め

て
き
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

道
は
険
し
か
っ
た
と
い
う
。

「
最
終
的
に
ア
テ
ネ
に
は

出
ら
れ

ず
、
オ
ラ

ン
ダ
の
試

合
も
控
え

の
時
間
の

方
が
長
か

っ
た
で
す

か
ら
」

最
後
の

一
線
を
越

え
ら
れ
な

い
も
ど
か

し
さ
の
中

で
、
練
習
方
法
を
足
元
か
ら

見
直
す
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。前

田
氏
の
持
ち
味
は
、
パ

ス
回
し
の
的
確
さ
と
上
体
を

大
き
く
使
っ
て
の
シ
ュ
ー
ト

力
に
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
る

中
で
自
然
と
身
に
付
け
た
能

力
な
の
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
大

会
以
降
は
そ
の
技
術
を
意
識

的
に
磨
く
こ
と
に
努
め
た
。

「
オ
ラ
ン
ダ
後
、
も
う
一

歩
前
へ
進
む
こ
と
を
考
え
た

と
き
、
が
む
し
ゃ
ら
に
練
習

し
て
も
限
界
が
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
い
た
の
で
す
」

以
後
、
コ
ー
ト
を
離
れ
て

も
、
よ
り
効
果
的
な
パ
ス
展

開
を
イ
メ
ー
ジ
し
続
け
、
練

習
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
心

掛
け
た
。
そ
れ
が
北
京
の
代

表
選
手
の
座
に
つ
な
が
っ
た

の
だ
と
い
う
。

自
分
の
障
害
を
受
け
入
れ
る

車
い
す
バ
ス
ケ
の
醍
醐
味

は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
あ
る
と

前
田
氏
は
言
う
。
車
い
す
バ

ス
ケ
で
の
ル
ー
ル
は
障
が
い

レ
ベ
ル
の
異
な
る
選
手
同
士

が
協
力
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

障
が
い
の
重
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
姿
勢
を
保
つ
た
め
に
、
車

い
す
の
車
高
が
低
く
、
高
さ

が
な
い
部
分
で
シ
ュ
ー
ト
を

狙
う
の
が
難
し
い
。
そ
こ
で

敵
陣
に
盾
と
な
っ
て
突
入
し

前
田
氏
の
よ
う
な
障
が
い
の

軽
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
ゴ
ー
ル

の
下
へ
導
く
連
携
プ
レ
ー
も

頻
繁
に
使
わ
れ
る
。

「
一
本
の
シ
ュ
ー
ト
は
、

パ
ス
を
回
す
仲
間
や
盾
に
な

っ
て
く
れ
る
仲
間
が
一
つ
に

な
っ
て
成
功
す
る
の
で
す
。

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
面
白
さ
は

一
般
の
バ
ス
ケ
よ
り
も
よ
り

強
く
感
じ
ま
す
ね
」

車
い
す
バ
ス
ケ
を
通
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し

さ
を
味
わ
う
に
つ
れ
、
自
分

自
身
の
障
が
い
と
の
向
き
合

い
方
も
変
化
し
た
と
い
う
。

「
大
学
時
代
ま
で
は
、
障

が
い
の
こ
と
は
隠
し
て
お
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
チ
ー
ム
の
仲
間
は

皆
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
車
い

す
を
積
極
的
に
使
っ
て
人
生

を
豊
か
に
生
き
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
を
見
た
と
き
、
引
け

目
を
感
じ
て
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
」

４
年
後
は
メ
ダ
ル
を

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大

会
は
７
位
に
終
わ
っ
た
。
こ

れ
は
過
去
最
高
位
と
同
位
で

あ
り
健
闘
と
い
え
る
が
、
選

手
た
ち
に
と
っ
て
は
悔
い
の

残
る
成
績
だ
っ
た
と
い
う
。

「
目
標
は
メ
ダ
ル
の
獲
得

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
力
も

つ
け
て
き
た
と
実
感
し
て
い

ま
し
た
か
ら
残
念
な
結
果
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
で

も
、
そ
れ
は
各
国
の
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
き
た
か
ら
で
、

そ
の
状
況
自
体
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

現
在
、
車
い
す
バ
ス
ケ
の

世
界
は
中
・
下
位
国
が
常
勝

国
を
急
追
す
る
混
戦
の
時

代
。
ゲ
ー
ム
性
の
高
さ
も
フ

ァ
ン
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

「
観
客
席
は
年
々
、
活
況

を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
ね
。

北
京
で
は
日
の
丸
を
掲
げ
て

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
が
い
て
感
動
し
ま
し
た
」

前
田
氏
は
再
び
世
界
を
目

指
す
。
次
は
２
０
１
０
年
に

イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
る
世

界
選
手
権
。
そ
し
て
２
０
１

２
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ

ン
ド
ン
大
会
だ
。

「
今
度
こ
そ
メ
ダ
ル
を
手

に
し
た
い
で
す
ね
。
ロ
ン
ド

ン
大
会
の
出
場
が
か
な
え

ば
、
私
は
チ
ー
ム
最
高
齢
に

な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、

チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

で
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

前田 憲造氏
（まえだ・けんぞう）
１９７５年東京都生まれ。
法政大学第二高校、法政大学工学部経営工学
科を卒業。学生時代に障がい者スポーツの陸
上競技を始め、かながわゆめ国体に出場。大
会会場で車いすバスケットと出会い、川崎市
車椅子バスケットボールチームへ入団。神奈
川県チームを経て現在は森本文化風呂商会
（藤沢市）に所属。
２００６年世界車椅子バスケットボール選手権大
会（オランダ）、２００８年パラリンピック北京
大会ともに日本代表選手に選出。ポジション
はパワーフォワード。
川崎市高津区役所勤務。

４４
年年
生生
のの
内内
定定
保保
有有
状状
況況

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
民
間
企
業
就
職
希
望
者

の
内
定
保
有
率
調
査
（
８
０

０
人
サ
ン
プ
ル
調
査
）
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
。

２
０
０
８
年
１０
月
１
日
付

調
査
に
よ
る
内
定
保
有
状
況

は
８３
・
６
％
で
あ
り
、
本
年

３
月
末
に
実
施
す
る
全
数
調

査
で
は
、
前
年
度
同
様
９３
％

程
度
の
内
定
保
有
状
況
に
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。

４４
年年
生生
のの
就就
職職
環環
境境

本
年
３
月
卒
業
予
定
者
の

就
職
活
動
時
点
で
の
就
職
環

境
（
０８
年
春
ご
ろ
）
は
米
国

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が
騒

が
れ
始
め
た
と
同
時
に
、
原

油
高
に
よ
る
原
材
料
費
の
高

騰
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
の
不
透
明
感
が
強
ま

り
、
景
気
減
速
の
懸
念
が
高

ま
っ
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ

た
が
、
団
塊
世
代
の
大
量
退

職
を
控
え
た
企
業
の
旺
盛
な

採
用
意
欲
も
あ
り
、
依
然
、

追
い
風
が
吹
い
て
い
た
。

大
卒
を
対
象
と
す
る
求
人

総
数
は
前
年
に
引
き
続
き
過

去
最
高
と
な
り
、
求
人
倍
率

も
前
年
と
同
水
準
の
２
・
１４

倍
で
あ
っ
た
。

企
業
規
模
別
に
み
る
と
、

従
業
員
１
０
０
０
人
未
満
企

業
の
求
人
倍
率
は
、
４
・
２６

倍
と
高
い
水
準
を
示
し
た

が
、
従
業
員
１
０
０
０
人
以

上
の
企
業
で
は
、
前
年
と
同

水
準
の
０
・
７７
倍
に
と
ど
ま

っ
た
。
つ
ま
り
、
大
手
企
業

へ
の
就
職
は
依
然
と
し
て
楽

で
は
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。

就就
職職
活活
動動
のの
早早
期期
化化

こ
こ
数
年
、い
わ
ゆ
る「
売

り
手
市
場
」
と
呼
ば
れ
、
採

用
計
画
人
数
の
確
保
が
困
難

に
な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら

企
業
の
採
用
活
動
の
早
期
化

が
目
立
っ
て
き
た
。

３
年
生
の
秋
口
か
ら
就
職

情
報
会
社
主
催
の
合
同
企
業

説
明
会
な
ど
が
頻
繁
に
開
催

さ
れ
、
３
年
生
は
こ
れ
ら
の

説
明
会
に
参
加
す
る
た
め
に

授
業
を
欠
席
す
る
事
態
も
起

き
る
な
ど
学
事
日
程
に
少
な

か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
。

大
手
企
業
の
多
く
は
４
月

〜
５
月
に
「
内
々
定
」
を
出

す
時
期
が
集
中
し
て
い
る

が
、
日
本
経
団
連
非
加
盟
企

業
や
「
倫
理
憲
章
」
に
賛
同

し
て
い
な
い
企
業
に
お
い
て

は
、
早
期
化
が
よ
り
加
速
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
大
学

団
体
、
経
済
団
体
、
就
職
情

報
誌
関
連
業
界
が
連
携
し
て

真
摯
に
議
論
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

キキ
ャャ
リリ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー
にに
つつ
いい
てて

２
０
０
５
年
度
に
そ
れ
ま

で
の「
就
職
部
」
か
ら
「
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
を

変
更
。
同
時
に
、
そ
の
役
割

も
従
来
の
「
高
学
年
（
３
〜

４
年
生
）の
就
職
活
動
支
援
」

だ
け
で
は
な
く「
低
学
年（
１

〜
２
年
生
）
か
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

市
ケ
谷
・
多
摩
・
小
金
井
の

３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
専
任
職
員

の
ほ
か
、
企
業
経
験
者
で
あ

る
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

い
っ
た
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
就
職
活
動
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。教

員
ス
タ
ッ
フ
（
教
授
）

は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長

１
人
、
副
セ
ン
タ
ー
長
３
人

（
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
各
１

人
）、
計
４
人
が
配
置
さ
れ
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

キキ
ャャ
リリ
アア
形形
成成
・・
就就
職職
活活
動動

支支
援援
にに
つつ
いい
てて

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業

務
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ

る
。
第
１
は
、
主
に
低
学
年

か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
。
就
職
や
進
路
の
ほ
か
、

充
実
し
た
大
学
生
活
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
り
や
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
（
生
き
方
、
働

き
方
、
学
び
方
）
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

「
マ
ナ
ー
講
座
」
「
社
会
人

と
『
仕
事
』
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
」
「
企
業
人
と
語
る
仕

事
の
世
界
」
「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
科
目
（
授
業
）
と
連

携
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

第
２
に
、
高
学
年
（
大
学

院
修
士
含
む
）
向
け
の
就
職

活
動
支
援
。
日
常
的
な
就
職

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
３
年
生
の
秋
に
開
催

す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
基
本
講
座
」

「
業
界
研
究
会
」
「
第
一
線

で
活
躍
中
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

語
る
会
」
「
特
定
業
界
の
集

中
研
究
会
」
「
女
子
学
生
セ

ミ
ナ
ー
」
「
履
歴
書
・
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
面
接
等
の

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
「
学
内
企

業
説
明
会（
約
４
０
０
社
）」

な
ど
学
生
の
要
望
に
応
え
、

質
・
量
と
も
に
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
支
援

し
て
い
る
。

難
関
資
格
試
験
・
採
用
試

験
と
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員

�
種
採
用
試
験
、
公
認
会
計

士
試
験
、
司
法
試
験
の
今
年

度
の
結
果
が
判
明
し
た
。

国
家
公
務
員
�
種
採
用
試

験
に
は
７
人
が
合
格
し
、
２

人
が
内
定
を
獲
得
し
た
。

公
認
会
計
士
試
験
は
、
公

認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
が

出
身
大
学
別
に
合
格
者
を
発

表
し
て
い
な
い
た
め
集
計
に

苦
労
し
て
い
る
が
、
２
０
０

８
年
１１
月
末
時
点
で
４８
人
の

本
学
関
係
者
の
合
格
が
判
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
う

ち
４
人
は
本
学
の
会
計
大
学

院
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
ア
カ
ウ

ン
テ
ィ
ン
グ
専
攻
）
の
院
生

・
修
了
生
で
あ
る
。

司
法
試
験
は
、
新
司
法
試

験
に
お
い
て
３２
人
、
旧
司
法

試
験
に
お
い
て
は
３
人
の
本

学
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
合
格

を
果
た
し
た
。
な
お
、
新
司

法
試
験
の
合
格
者
数
は
昨
年

に
比
べ
８
人
増
加
し
た
。

ま
た
、
増
田
壽
男
総
長
、

元
最
高
裁
判
所
判
事
の
遠
藤

光
男
氏
（
１
９
５
２
年
本
学

法
学
部
卒
）
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
も
出
席
し
、
合
格

者
の
祝
賀
会
が
２
０
０
８
年

９
月
２９
日
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
で
盛
大
に
行
わ
れ

た
。

本
学
通
信
教
育
部
は
、
１

９
４
７
（
昭
和
２２
）
年
に
わ

が
国
最
初
の
大
学
通
信
教
育

と
し
て
誕
生
し
、
翌
１
９
４

８
年
に
文
部
省
（
現
文
部
科

学
省
）
に
よ
り
、
大
学
の
正

規
課
程
と
し
て
正
式
に
認
定

さ
れ
た
。
こ
の
本
学
か
ら
始

ま
っ
た
大
学
通
信
教
育
課
程

は
、
現
在（
２
０
０
８
年
度
）

で
は
、
５１
校
（
う
ち
通
信
制

の
学
部
を
置
く
大
学
４１
校
、

大
学
院
を
置
く
大
学
２５

校
）
、
短
期
大
学
は
１０
校
と

な
り
、
こ
こ
で
学
ぶ
学
生
数

は
、
大
学
２３
万
人
、
大
学
院

９
千
人
、
短
期
大
学
２
万
３

千
人
を
数
え
る
ほ
ど
の
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。

１１
月
２９
日
に
は
、
本
学
と

同
時
期
に
認
可
さ
れ
た
慶
應

義
塾
大
学
、
中
央
大
学
、
日

本
女
子
大
学
、
日
本
大
学
の

５
大
学
通
信
教
育
部
が
共
同

で
、
こ
れ
ま
で
の
６０
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
通

信
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

模
索
す
る
「
６０
周
年
記
念
５

大
学
通
信
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
、
市
ケ
谷
の
日
本
大

学
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
多
数
の
通
信
教

育
の
関
係
者
が
出
席
す
る

中
、
「
わ
が
国
に
お
け
る
大

学
通
信
教
育
の
現
状
と
未

来
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
学
の

屋
嘉
宗
彦
通
信
教
育
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
５
大
学
の
基

調
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
初

冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
い

意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

一
方
で
、
本
学
通
信
教
育

部
の
現
状
に
目
を
向
け
る

と
、
２
０
０
８
年
５
月
現
在

の
在
籍
者
数
は
、
本
科
生
８

千
２
百
人
で
あ
り
、
１
９
９

５
年
の
２
万
３
５
９
人
に
対

し
約
４０
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
当
時
の
大
学
数
が

１５
校
で
あ
り
、
大
学
選
択
の

余
地
が
な
い
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然

の
動
向
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が

国
の
通
信
教
育
課
程
を
リ
ー

ド
す
る
大
学
と
し
て
、
今
後

を
見
据
え
た
展
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。こ
こ
数
年
、本
学
通
信
教

育
部
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
２

０
０
６
年
度
後
期
生
か
ら
の

実
質
的
な
入
学
選
考
の
実

施
、
２
０
０
７
年
度
入
学
生

か
ら
適
用
さ
れ
た
進
級
に
関

す
る
規
程
の
制
定
、
そ
し
て

今
年
度
か
ら
新
メ
デ
ィ
ア
ス

ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
開
講
が

始
ま
っ
た
メ
デ
ィ
ア
授
業
の

充
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
の
改
革
の
議
論
も
進

行
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
、
通
信
教
育
部
の

こ
れ
か
ら
の
行
く
末
に
ご
期

待
願
い
た
い
。

正
面
か
ら
障
が
い
を
受
け
入
れ

世
界
の
大
舞
台
を
目
指
す

Ｏ Ｂ
訪 問

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て

通
信
教
育
部

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
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３０
年
後
の
世
界
は
？

生
徒
の
新
た
な
試
み

９
月
末
に
開
催
さ
れ
た
オ
レ

ン
ジ
祭
で
、
生
徒
会
総
務
と
有

志
生
徒
に
よ
る
「
３０
年
後
の
世

界
（
地
球
）
が
抱
え
る
最
大
の

問
題
は
何
か
？
」
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
展
示
発
表
が
行

わ
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
往
復
は

が
き
の
送
り
先
は
法
政
大
学
総

長
・
各
学
部
長
、
環
境
問
題
を

専
門
と
す
る
各
大
学
教
授
、
自

民
党
総
裁
、
民
主
以
下
各
政
党

党
首
、
東
京
、
神
奈
川
な
ど
の

知
事
・
市
長
、
各
新
聞
社
論
説

委
員
、
複
数
の
出
版
社
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
、
日
本
赤
十
字
社
、
各
博

物
館
学
芸
員
、
作
家
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
芸
能
人
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
な
ど
多
数
…
の
計
百

通
。Ｅ

メ
ー
ル
を
用
い
て
海
外
に

も
発
信
。
教
員
も
手
書
き
で
ア

ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
た
。

送
付
前
後
に
総
裁
が
入
れ
替

わ
っ
て
ド
タ
バ
タ
中
の
自
民
党

か
ら
は
返
事
は
な
か
っ
た
が
、

他
の
各
政
党
党
首
を
は
じ
め
、

ア
ッ
と
驚
く
方
々
か
ら
多
数
の

返
事
が
届
き
、
ま
た
展
示
の
参

考
に
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
等
も
い
た
だ
い
た
。

回
答
は
、
環
境
問
題
（
資
源

の
枯
渇
、
食
糧
難
、
温
暖
化
、

水
問
題
）
が
圧
倒
的
、
次
い
で

戦
争
危
機
（
核
兵
器
、
テ
ロ
の

問
題
）
、
人
口
増
加
問
題
、
年

金
問
題
や
格
差
が
深
刻
化
し
た

社
会
、新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓（
ま

ん
）
延
と
続
い
た
。

文
化
祭
は
終
わ
っ
た
が
、
生

徒
は
分
析
を
続
け
て
い
る
。
さ

ら
に
よ
り
多
く
の
生
徒
と
こ
の

問
題
を
共
有
す
べ
く
、
前
進
中

で
あ
る
。

「
新
し
い
大
学
付
属
校

価
値
」
の
創
出

現
在
本
校
が
入
試
広
報
に
お

い
て
、
も
っ
と
も
重
要
視
し
て

い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
新
し
い

大
学
付
属
校
の
価
値
」
の
創
出

で
あ
る
。

受
験
界
で
は
、
「
ど
の
大
学

に
何
人
入
学
で
き
た
か
」
を
競

い
合
っ
て
い
る
風
潮
も
な
き
に

し
も
あ
ら
ず
。
し
か
し
そ
う
し

た
学
校
選
び
に
疑
問
を
持
ち
、

「
子
供
に
と
っ
て
人
生
の
本
当

の
基
礎
力
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
学
校
は
ど
こ
か
」
を
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
保
護
者
が
増

え
て
い
る
。
も
は
や
大
学
に
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
入
学
す
る

こ
と
を
�
ウ
リ
�
と
す
る
時
代

で
は
な
い
。

「
時
間
的
な
ゆ
と
り
」
か
ら

「
選
択
肢
が
豊
富
で
あ
る
ゆ
と

り
」
へ
の
転
換
が
、
ま
さ
に
今

回
の
学
校
改
革
の
神
髄
で
あ

り
、
今
後
の
本
校
の
使
命
で
あ

る
。２

０
０
９
年
度
に
は
、
よ
う

や
く
全
学
年
の
共
学
化
が
完
成

す
る
。
大
学
進
学
後
、
さ
ら
に

そ
の
先
の
十
年
、
二
十
年
後
に

お
い
て
も
常
に
自
分
ら
し
さ
を

追
求
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
こ
と
、言
い
換
え
れ
ば「
キ

ャ
リ
ア
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を

実
践
で
き
る
生
徒
を
育
て
て
い

く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
力
を
注
ぎ

た
い
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
は
小
金

井
の
中
大
附
属
、
上
石
神
井
の

早
大
学
院
が
そ
れ
ぞ
れ
中
学
部

を
新
設
す
る
。
学
校
改
革
の
先

発
の
利
を
生
か
し
、
し
っ
か
り

と
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
学

校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

教
職
員
一
同
、
努
力
し
て
い
き

た
い
。

初
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
を
開
催

抜
け
る
よ
う
な
青
空
に
銀
杏

並
木
の
映
え
る
１１
月
２３
日
、
二

中
高
初
め
て
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
が
催
さ
れ
た
。

創
立
期
の
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
旧
制
法
政
二
中
史
研
究
会

が
、
「
激
動
の
青
春
―
旧
制
法

政
二
中
の
あ
ゆ
み
―
」
を
刊
行

し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
当
日
は
、
１
９
３
９
年
に

入
学
し
た
１
期
か
ら
９
期
ま
で

の
卒
業
生
約
１
０
０
人
が
集
っ

た
。
思
い
出
を
語
り
合
い
、
旧

制
法
政
二
中
校
歌
を
斉
唱
す
る

な
ど
し
て
旧
交
を
温
め
あ
っ

た
。
今
後
も
毎
年
、
各
期
の
卒

業
生
の
集
い
を
開
き
、
若
き
日

の
躍
動
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
こ

と
が
願
わ
れ
る
。

１１
月
１
日
と
２
日
に
は
、
二

中
文
化
祭
と
二
高
祭
が
行
わ
れ

た
。
二
中
で
は
「
未
来
・
な
か

ま
・
学
び
〜
自
分
た
ち
の
将
来

を
み
す
え
る
」
を
、
二
高
で
は

「
未
来
・
信
頼
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
、
文
化
要
求
を
実
現

す
る
場
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

文
化
系
ク
ラ
ブ
に
よ
る
研
究
発

表
に
加
え
て
、
最
近
で
は
自
ら

脚
本
を
書
き
あ
げ
て
劇
を
演
ず

る
企
画
が
増
え
て
き
て
お
り
、

ひ
と
つ
の
自
己
表
現
の
場
と
し

て
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

■
本
学
名
誉
博
士
の
ア
ハ
テ

ィ
サ
ー
リ
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
委
員
会
は
１０
月
１０
日
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
元
大
統
領
の
マ

ル
ッ
テ
ィ
・
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー

リ
氏
へ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

授
与
を
発
表
し
た
。

ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
氏
は
、

今
年
５
月
に
来
日
、
本
学
か

ら
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ

て
い
る

同
氏
の
忍
耐
強
い
国
際
紛

争
解
決
へ
の
努
力
、
傑
出
し

た
調
停
手
腕
は
国
際
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
そ

の
事
実
を
確
実
な
も
の
と
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
名
誉

博
士
号
を
授
与
し
た
本
学
に

と
っ
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
誇
り
と

な
っ
た
。

■
情
報
科
学
部
に
同
窓
会
発

足夏
の
キ
ャ
ン
パ
ス
体
験
学

習
も
実
施

８
月
２
日
、
情
報
科
学
部

初
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
内
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
０４
年
３
月
卒
業
の
第
１

期
生
を
中
心
に
５０
人
を
超
え

る
卒
業
生
が
参
加
し
た
。
近

況
報
告
な
ど
を
行
い
、
教
職

員
や
現
役
学
生
と
交
流
を
深

め
た
。
席
上
、
同
窓
会
も
発

足
し
た
。
（
写
真
）

ま
た
、
中
学
・
高
校
生
を

対
象
に
し
た
「
夏
季
キ
ャ
ン

パ
ス
体
験
学
習
」
を
８
月
２２

日
、
２３
日
の
両
日
、
小
金
井

キ
ャ
ン
パ
ス
西
館
で
実
施
し

た
。
約
１
０
０
人
の
参
加
者

は
、
楽
し
み
な
が
ら
Ｃ
Ｇ
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
設
計
な
ど
を
行
っ

た
。

■
大
原
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
成

「
大
原
孫
三
郎
関
連
施
設

・
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

結
成
さ
れ
、
７
月
２５
日
に
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

参
加
機
関
は
、
大
原
社
会
問

題
研
究
所
、
川
崎
市
の
労
働

科
学
研
究
所
、
倉
敷
市
の
岡

山
大
資
源
生
物
科
学
研
究

所
、
倉
敷
中
央
病
院
、
大
原

美
術
館
の
５
施
設
・
機
関
。

い
ず
れ
も
大
原
氏
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
、
社
会
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

相
互
交
流
を
促
進
し
つ

つ
、
今
後
は
他
の
関
連
施
設

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

く
。

■
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

多
忙
な
各
大
学
の
ト
ッ
プ

が
顔
を
合
わ
せ
る
朝
日
新
聞

社
主
催
の
「
大
学
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
８
」
が
７
月
５
日
、

港
区
の
ニ
ュ
ー
ピ
ア
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
。

「
大
学
と
人
材
育
成
〜『
新

し
い
時
代
を
拓
く
』
人
材
の

育
て
方
と
は
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
、
評
論
家
の
田

原
総
一
郎
氏
を
司
会
に
、
本

学
の
増
田
総
長
の
ほ
か
青
山

学
院
大
学
、
神
奈
川
大
学
、

関
西
大
学
、
中
央
大
学
、
東

洋
大
学
、
日
本
大
学
、
早
稲

田
大
学
の
学
長
ら
が
出
席
。

各
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
語
り
合
っ
た
。

■
マ
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
に
参
加

８
月
２３
日
、
２４
日
に
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
学
び
体
験
フ
ェ
ア

マ
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
２
０
０
８
」

に
、植
物
医
科
学
専
修
が「
顕

微
鏡
で
植
物
の
世
界
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
航
空
操
縦
学
専
修

が
「
大
学
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

な
ろ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と

貴
重
な
触
れ
合
い
の
機
会
を

持
っ
た
。

ま
た
、同
日
開
催
し
た「
東

京
都
私
立
学
校
展
」
に
も
、

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
が

参
加
。
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の

保
護
者
・
受
験
生
が
詰
め
か

け
た
。

■
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
富
永

教
授
設
計
の
建
築
が
受
賞

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
建
築
学

科
の
富
永
譲
教
授
が
設
計
を

手
が
け
た
成
増
高
等
看
護
学

校
が
「
２
０
０
８
年
日
本
建

築
学
会
作
品
選
奨
」
な
ら
び

に
「
第
８
回
Ｊ
Ｉ
Ａ
環
境
建

築
賞
」
を
受
賞
し
た
。

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
芸

術
的
に
も
優
れ
た
作
品
で
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

「
日
本
建
築
学
会
作
品
選

奨
」
は
、
Ａ
Ｉ
Ｊ
日
本
建
築

学
会
に
よ
っ
て
、
学
術
・
芸

術
等
の
総
合
的
視
点
か
ら
特

に
優
れ
た
も
の
が
選
出
さ
れ

る
。
ま
た
「
Ｊ
Ｉ
Ａ
環
境
建

築
賞
」
は
「
地
球
環
境
・
建

築
憲
章
」の
理
念
に
基
づ
き
、

自
然
共
生
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造

し
て
い
く
意
図
に
合
う
建
築

作
品
が
選
出
さ
れ
る
。

■
安
藤
忠
雄
講
演
会
を
開
催

世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る

安
藤
忠
雄
氏
を
招
い
た
講
演

会
「
可
能
性
は
自
分
で
つ
く

る
」
が
１０
月
１０
日
、
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
主

催
し
た
も
の
で
、
一
般
や
学

生
な
ど
約
７
５
０
人
が
参
加

す
る
大
盛
況
だ
っ
た
。

安
藤
氏
の
話
は
専
門
の
建

築
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
人

生
は
１
回
だ
か
ら
、
全
力
で

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
や
れ

ば
い
い
」
と
夢
に
つ
い
て
も

巧
み
な
話
術
で
語
り
、
会
場

を
沸
か
せ
た
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
増
設

各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
増
設
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
心
室
細
動

（
心
臓
の
痙
攣
）
に
よ
る
心

停
止
状
態
に
陥
っ
た
際
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
正
常
な

状
態
に
戻
す
機
器
。
非
常
時

に
備
え
た
も
の
だ
。

■
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
消
防

訓
練
を
実
施

１１
月
１３
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
生
や
教
職
員
、
関

係
者
ら
約
７０
人
が
参
加
し
た

消
防
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

訓
練
は
高
層
棟
か
ら
の
避

難
に
始
ま
り
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
自
衛
消
防
隊
の
初
期
消

火
演
習
、
町
田
西
消
防
署
か

ら
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
が

参
加
し
て
の
消
火
・
救
助
活

動
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
（
写
真
）

や
放
水
の
実
演
、
煙
体
験
、

起
震
車
体
験
に
は
学
生
も
積

極
的
に
参
加
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
防
災
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

■
国
際
シ
ン
ポ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
歴
史
的
起
点
を

開
催

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
７
月
２４
日
、
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
歴
史
的
起
点
―
明
治
日
本

に
お
け
る
西
洋
機
械
技
術
の

導
入
―
」
を
開
催
し
た
。
今

年
４
月
の
『
大
学
教
育
の
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
―
法
政
大
学
創

立
者
・
薩
�
正
邦
と
明
治
日

本
の
産
業
社
会
―
』
（
洞
口

治
夫
経
営
学
部
教
授
編
）
の

刊
行
を
記
念
し
た
も
の
だ
。

当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
各
章
の
著
者
が

そ
れ
ぞ
れ
重
要
性
を
指
摘
し

た
横
須
賀
造
船
所
に
焦
点
を

当
て
、
同
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ト
ゥ

ー
シ
ェ
氏
（
フ
ラ
ン
ス
・
リ

ー
ル
第
一
大
学
准
教
授
）が
、

横
須
賀
造
船
所
と
西
洋
技
術

を
テ
ー
マ
に
報
告
し
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
洞
口
教
授
の

司
会
に
よ
り
「
日
本
に
お
け

る
外
国
技
術
の
吸
収
過
程
」

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

■
沖
縄
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
を
開
催

沖
縄
文
化
研
究
所
で
は
、

９
月
中
旬
〜
１０
月
中
旬
に
か

け
、
外
濠
校
舎
薩
�
ホ
ー
ル

な
ど
を
会
場
に
沖
縄
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
「
世

（
ユ
ー
）
を
見
る
、
繋
ぐ
」

を
開
催
し
た
。

沖
縄
の
祭
祀
・
移
民
・
戦

争
に
関
す
る
記
録
映
画
を
日

替
わ
り
で
上
映
。
学
生
に
つ

い
て
は
無
料
鑑
賞
と
し
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
識
者

や
映
画
制
作
者
な
ど
の
講
演

も
行
わ
れ
た
。

■
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催第
６
回
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

１０
月
２６
日
、
大
教
室
Ａ
棟
で

開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
町
田
市
市
制
５０

周
年
記
念
大
学
連
携
事
業
と

し
て
開
催
し
、
例
年
の
一
般

参
加
に
加
え
６
団
体
を
招

待
。
時
間
も
４
時
間
に
拡
大

し
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
出
場
者
も
含
め
約

８
０
０
人
超
の
参
加
者
を
得

た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
や

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
な
ど
各
団
体
は
特
徴
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ン
ス
を
披

露
。会
場
の
応
援
も
活
発
で
、

に
ぎ
や
か
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
な
っ
た
。

■
静
岡
市
と
協
定
調
印

１０
月
６
日
、
静
岡
市
庁
舎

で
、
同
市
と
本
学
間
で
の
地

域
産
業
振
興
と
人
材
育
成
に

関
す
る
連
携
、
協
力
に
関
す

る
協
定
調
印
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
本
学
は

静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
け
、
来
年
４
月
よ
り

大
学
院
の
２
専
攻
（
政
策
創

造
専
攻
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
）
の

正
規
課
程
の
授
業
を
実
施
し

て
い
く
。
（
２
面
に
関
連
記

事
）

■
化
学
を
楽
し
む
実
験
教
室

を
実
施

子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た「
実
験
教
室
」

（
�
進
化
型
�
実
験
教
材
を

つ
か
っ
て
�
化
学
�
を
楽
し

む
）
が
９
月
６
日
、
２０
日
の

両
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の

研
究
・
実
験
棟
化
学
実
験
教

室
で
実
施
さ
れ
た
。

科
学
技
術
振
興
機
構
の
地

域
科
学
技
術
理
解
増
進
活
動

推
進
事
業「
地
域
活
動
支
援
」

お
よ
び
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
委
員
会
の
支
援
で
行
わ

れ
た
。

運
営
・
指
導
に
は
経
済
学

部
化
学
担
当
の
山
�
友
紀
教

授
と
、
生
物
担
当
の
岡
部
雅

史
教
授
が
あ
た
り
、
両
日
と

も
親
子
な
ど
４０
組
を
超
え
る

参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

６
日
に
は
実
験
キ
ッ
ト
を

用
い
入
浴
剤
や
固
形
燃
料
づ

く
り
を
実
施
。
２０
日
に
は
プ

ラ
バ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成

の
ほ
か
山
�
教
授
開
発
の
進

化
型
教
材
を
用
い
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
特
性
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

■
環
境
改
善
活
動
推
進
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
決
定

本
学
で
は
、
こ
の
ほ
ど
環

境
改
善
活
動
推
進
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
公
募
、
多
数
の
応
募

作
品
か
ら
大
賞
な
ど
を
決
定

し
た
。

大
賞
に
輝
い
た
の
は
日
高

香
奈
さ
ん
（
人
間
環
境
学
部

４
年
）
の
『
え
こ
ぴ
ょ
ん
』
。

�
ゆ
る
キ
ャ
ラ
�
の
可
愛
ら

し
い
ウ
サ
ギ
が
地
球
を
模
し

た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
飛
ん
で

い
る
デ
ザ
イ
ン
だ
。
優
秀
賞

に
は
、
萩
田
和
将
さ
ん
（
工

学
部
３
年
）
の
『
環
境
犬
エ

コ
ロ
』
が
選
ば
れ
た
。

１１
月
２１
日
に
は
、
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
賞
式
を
行

い
、
板
橋
晃
作
環
境
保
全
統

括
本
部
長
よ
り
受
賞
者
へ
賞

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。大
賞
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

今
後
「
法
政
大
学

環
境
改

善
活
動
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
」
と
し
て
活
躍
す
る
予
定

だ
。本

学
は
１
９
９
９
年
度
に

総
合
大
学
と
し
て
は
わ
が
国

初
と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認
証
を
取
得
。
グ
リ
ー

ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
改
善

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ニニニ
ュュュ
ーーー
ススス
フフフ
ラララ
ッッッ
シシシ
ュュュ

付
属
校
短
信 中

高

二
中
高

女
子
高
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法
政
大
学
は
、
２
０
０
８

年
１１
月
１
日
付
で
総
務
部
に

「
卒
業
生
連
携
強
化
準
備
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

準
備
室
は
校
友
連
合
会
の

協
力
に
よ
り
、
同
本
部
事
務

局
内
に
置
か
れ
、
現
在
２
人

の
職
員
が
校
友
連
合
会
と
連

携
し
つ
つ
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

卒
業
生
と
大
学
双
方
に
と

っ
て
の
共
通
の
ゴ
ー
ル
は
、

「
母
校
の
永
続
的
存
続
と
発

展
」
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
大
学
は
卒
業
生
の

活
躍
を
後
押
し
す
べ
く
、
卒

業
生
組
織
へ
の
活
動
支
援
や

卒
業
生
同
士
の
社
会
的
・
職

業
的
結
束
に
向
け
た
機
会
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
卒

業
生
は
、
学
生
や
大
学
に
対

し
、
社
会
で
培
わ
れ
た
知
見

や
経
験
を
も
と
に
物
心
両
面

に
わ
た
る
支
援
を
行
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
卒
業
生
連
携
強
化
準
備

室
」
は
こ
の
こ
と
を
念
頭
に

置
き
、
今
ま
で
母
校
の
発
展

を
願
い
活
動
さ
れ
て
き
た
校

友
連
合
会
と
十
分
に
連
携
し

な
が
ら
、
今
後
、
全
卒
業
生

を
対
象
と
す
る
組
織
体
制
の

構
築
、
財
政
基
盤
の
確
立
、

人
的
体
制
の
強
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
対
す
る

各
種
事
業
の
企
画
や
広
報
活

動
に
も
注
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

卒
業
生
の
活
躍
は
大
学
を

活
気
づ
け
、
大
学
の
躍
進
は

卒
業
生
を
勇
気
づ
け
ま
す
。

卒
業
生
（
組
織
）
と
大
学
と

が
強
固
な
連
携
を
は
か
り
、

母
校
法
政
大
学
の
『
校
格
』

を
向
上
す
べ
く
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

近
年
、
慣
習
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
（
法
定
相
続
人

以
外
へ
の
）
相
続
を
求
め
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
ご

自
身
の
遺
産
を
社
会
貢
献
の

観
点
か
ら
「
社
会
・
公
益
」

の
た
め
に
役
立
て
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

遺
贈
と
は
、
遺
言
で
財
産

を
贈
与
す
る
こ
と
で
、
積
極

的
に
自
分
の
志
や
願
望
を
表

現
す
る
等
、
皆
さ
ま
の
思
い

を
具
体
的
な
「
か
た
ち
」
に

す
る
有
効
な
手
段
で
す
。

本
学
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
教
育
研
究
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
ご
遺
言
に
よ

り
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
お

考
え
の
方
々
の
篤
志
を
広
く

受
け
入
れ
る
た
め
に
「
遺
贈

に
よ
る
寄
付
制
度
」
を
設
け

て
お
り
、信
託
銀
行
４
行（
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
・
み
ず
ほ
信

託
・
中
央
三
井
信
託
・
住
友

信
託
）
と
業
務
提
携
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
や
お
知
り

合
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

場
合
は
、
ぜ
ひ
募
金
事
務
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
を
承
り
、
提
携
信
託
銀

行
の
ご
紹
介
な
ど
、
ご
意
向

に
沿
っ
た
遺
贈
が
な
さ
れ
る

よ
う
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
（
提
携
信
託
銀
行
に

お
け
る
相
談
は
無
料
）。

卒
業
生
に
限
ら
ず
ど
な
た

で
も
ご
利
用
可
能
な
制
度
で

あ
り
、
遺
贈
し
た
財
産
は
相

続
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
将
来
に
向
け

た
法
政
大
学
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法
政
大
学
が
私
立
大
学
の

ト
ッ
プ
と
し
て
の
地
位
を
築

き
上
げ
る
た
め
に
長
期
的
視

野
に
立
っ
て
、
「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
―

法
政
」
募
金
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
（
募
金
の
対
象

事
業
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
同
封
の
趣
意
書
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
の
下
、
２１
世
紀
の
リ
ー
ダ

ー
た
る
法
政
大
学
を
築
き
上

げ
た
く
、
皆
さ
ま
の
ご
厚
意

あ
ふ
れ
る
ご
寄
付
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

募
金
目
標
額
は
５
年
間
２５

億
円
と
し
て
い
ま
す
が
、
期

間
は
限
定
せ
ず
、
募
金
活
動

は
永
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
オ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
に
よ
り
毎
年

１
万
円
の
ご
寄
付
を
納
付
い

た
だ
く
制
度
も
設
け
て
お
り

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇

募
金
目
標
達
成
に
貢
献
し

た
団
体
に
活
動
経
費
の
一
部

を
支
援
（
補
助
）
し
ま
す
。

対
象
団
体
は
、
�
校
友
連

合
会
の
本
部
お
よ
び
支
部
�

学
校
法
人
法
政
大
学
の
発
展

・
充
実
の
た
め
、
ま
た
は
卒

業
生
の
相
互
親
睦
の
た
め
に

組
織
さ
れ
、
継
続
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
�
募
金

委
員
会
委
員
長
（
総
長
）
が

認
め
た
団
体
、
で
す
。

算
定
期
間
は
毎
年
度
初
日

か
ら
最
終
日
ま
で
の
１
年

間
。
支
援
金
は
、
１
団
体
に

つ
き
、
当
該
団
体
か
ら
納
付

さ
れ
た
寄
付
金
額
が
５
０
０

万
円
以
下
の
場
合
に
は
１０
％

相
当
額
を
、
５
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
１５
％

相
当
額
を
支
給
い
た
し
ま

す
。

本
学
卒
業
生
・
在
学
生
・

父
母
・
教
職
員
な
ど
関
係
者

専
用
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
Ｄ
Ｃ
、

Ｕ
Ｃ
、
三
井
住
友
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ

の
４
カ
ー
ド
）
で
す
。

■
「
奨
学
金
の
充
実
」
が
カ

ー
ド
発
行
の
目
的

利
用
額
に
応
じ
て
カ
ー
ド

会
社
か
ら
大
学
へ
支
払
わ
れ

る
還
元
金
を
、
奨
学
金
の
充

実
に
役
立
て
ら
れ
る
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
（
カ
ー
ド
利
用

に
よ
る
個
人
の
ポ
イ
ン
ト
は

通
常
通
り
た
ま
り
ま
す
）。

奨
学
金
に
よ
る
学
生
支
援
を

さ
ら
に
拡
充
し
、
多
く
の
意

欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
を
育

成
・
支
援
す
る
事
業
で
す
。

２
万
人
の
方
が
月
２
万
円

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
仮
定

す
る
と
、
１０
万
円
の
奨
学
金

を
約
１
５
０
人
の
学
生
へ
給

付
で
き
ま
す
。

他
大
学
と
比
べ
て
も
、
卒

業
生
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
の
が
現
状
で
す
。
後
輩

の
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ま
に
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の

特
別
料
金
受
講
、
全
国
協
力

店
で
の
優
待
、
東
京
六
大
学

野
球
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
抽
選
）
な
ど
独
自
サ

ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】

同
封
の
入
会
の
ご
案
内
を

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
校
友
課

TEL
０３（
３
２
６
４
）４
９
２
４

こ
れ
ま
で
広
島
、
札
幌
、

福
岡
、
東
京
で
行
っ
て
き
た

法
政
フ
ェ
ア
。
２
０
０
８
年

は
新
潟
と
東
京
（
市
ケ
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
）で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
法
政
フ
ェ
ア
は
、
本
学

の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

全
国
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
昨
年
の
法
政

大
学
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
。

「
法
政
フ
ェ
ア

in
新
潟
」

８
月
３０
日
、
新
潟
県
新
潟

市
の
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒

で
、
「
法
政
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
新

潟
」
（
法
政
大
学
校
友
連
合

会
、
法
政
大
学
後
援
会
と
共

催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
新
潟
県
全
域
か

ら
卒
業
生
や
在
校
生
、父
母
、

受
験
生
な
ど
４
０
０
人
超
が

集
結
。
「
地
元
で
法
政
大
学

に
会
お
う
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
通
り
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
が「
法
政
大
学
の
今
」

を
体
感
で
き
る
特
別
な
一
日

と
な
っ
た
。

受
験
生
向
け
に
は
代
々
木

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
有
名
講
師
に

よ
る
本
学
入
試
対
策
講
座

や
、
教
職
員
・
地
元
出
身
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明

会
や
個
別
相
談
を
実
施
。
４

月
開
設
予
定
の
ス
ポ
ー
ツ
健

康
学
部
の
説
明
会
で
も
興
味

深
く
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
る

多
数
の
受
験
生
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
。

今
回
の
新
潟
フ
ェ
ア
は
地

元
校
友
連
合
会
各
支
部
の
固

い
結
束
の
も
と
、
「
一
般
の

方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
と

し
て
開
催
し
た
こ
だ
わ
り
が

功
を
奏
し
、
総
長
対
談
や
文

芸
対
談
で
は
、
会
場
に
入
り

き
れ
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
に

来
場
い
た
だ
い
た
。

当
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
地
元
宮
浦
中

学
校
合
唱
部
に
よ
る
さ
わ
や

か
な
歌
声
が
披
露
さ
れ
、
中

学
生
に
よ
る
本
学
校
歌
の
斉

唱
の
際
に
は
、
感
動
で
涙
を

流
す
卒
業
生
の
姿
も
。ま
た
、

新
潟
県
、
新
潟
県
経
営
者
協

会
、
地
元
有
力
企
業
の
協
力

に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
ガ

イ
ド
も
実
施
さ
れ
、
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
、

新
潟
市
長
や
地
元
高
等
学
校

長
な
ど
の
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
大
学
時

代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
る
卒
業
生
た
ち
の
姿
も
あ

り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
。

な
お
、
今
回
の
法
政
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
新
潟
は
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟

放
送
に
取
材
い
た
だ
き
、
当

日
の
様
子
は
昨
年
９
月
２０
日

に
放
送
さ
れ
た
。

「
法
政
大
学
首
都
圏
フ
ェ
ア
」

９
月
２８
日
、
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
を
会
場
に
「
２
０
０

８
法
政
大
学
首
都
圏
フ
ェ

ア
」
（
法
政
大
学
校
友
連
合

会
、
法
政
大
学
後
援
会
と
共

催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
２
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
首
都
圏

フ
ェ
ア
当
日
は
首
都
圏
近
郊

を
中
心
に
、
卒
業
生
や
在
校

生
、
父
母
、
受
験
生
な
ど
約

１
８
０
０
人
が
参
加
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
が
懐
か
し
い
母

校
で
再
会
を
喜
び
合
い
、
交

流
を
深
め
る
光
景
も
随
所
で

見
ら
れ
た
。

メ
ー
ン
会
場
の
外
濠
校
舎

の
薩
�
ホ
ー
ル
で
は
、
本
学

の
現
状
や
未
来
構
想
を
熱
く

語
っ
た
増
田
総
長
の
講
演

や
、
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
出

身
の
卒
業
生
を
集
め
た
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
伝
え
て
き
た
思
い
」

に
は
、小
島
奈
津
子
さ
ん（
フ

リ
ー
）、
鈴
木
奈
穂
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
山
元
香
里
さ

ん
（
フ
リ
ー
）
の
ほ
か
、
飛

び
入
り
で
蓮
見
孝
之
さ
ん

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
も
加
わ
り
、
社

会
学
部
の
稲
増
龍
夫
教
授
を

交
え
対
談
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
ほ
か
に
、
外
濠
校
舎
や
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
の
教

室
や
施
設
を
用
い
て
行
わ
れ

た
学
生
団
体
の
多
彩
な
数
々

の
出
し
物
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
「
コ
ー

ヒ
ー
雑
学
講
座
」、来
年
の
法

政
フ
ェ
ア
の
開
催
地
で
あ
る

宮
城
県
の
物
産
店
な
ど
も
大

い
に
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
。

５５
年
館
地
下
の
第
一
食
堂

に
は
、
家
族
連
れ
で
懐
か
し

の
学
食
で
舌
鼓
を
打
つ
卒
業

生
や
受
験
生
の
姿
も
。ま
た
、

５５
年
館
５
１
１
教
室
で
は
、

河
合
塾
の
著
名
講
師
に
よ
る

本
学
英
語
入
試
問
題
攻
略
法

の
解
説
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
２６
階
の
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
で
は
、
大
学
説
明
会
が
行

わ
れ
、
多
く
の
受
験
生
が
参

加
し
た
。

図
書
館
や
外
濠
校
舎
な
ど

を
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
施

設
見
学
ツ
ア
ー
で
は
、
新
し

く
変
容
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の

様
子
に
驚
き
、
カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
卒
業
生
の

姿
が
、
ま
た
研
究
所
見
学
ツ

ア
ー
（
能
楽
研
究
所
・
沖
縄

文
化
研
究
所
・
大
原
社
会
問

題
研
究
所
）
で
は
、
興
味
深

い
話
に
熱
心
に
メ
モ
を
と
る

姿
も
見
ら
れ
た
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ

レ
ッ
ジ
で
は
、
２
０
０
８
年

度
も
年
間
を
通
じ
て
ビ
ジ
ネ

ス
・
Ｉ
Ｔ
・
学
生
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
・
文
化
教
養
・
資
格

・
語
学
の
各
分
野
に
約
１
７

０
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

近
年
は
学
生
に
語
学
の
講
座

が
好
評
で
あ
る
。
ま
た
一
般

・
卒
業
生
の
方
に
は
歴
史
・

教
養
関
係
講
座
が
手
堅
い
人

気
を
得
て
い
る
。
２
０
０
８

年
度
前
半
は
就
職
状
況
が
好

調
で
あ
り
、
学
生
の
関
心
が

前
年
に
比
し
て
や
や
低
調
で

あ
っ
た
。
後
期
に
入
り
世
界

的
な
不
況
が
報
道
さ
れ
る
に

つ
れ
、
当
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座

へ
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
、
大
学
教
員
の
講
座

を
受
講
し
た
い
と
い
う
希
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

各
専
門
分
野
の
研
究
者
を
擁

す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
強

み
を
生
か
し
、
今
後
も
法
政

大
学
の
知
的
財
産
を
社
会
に

還
元
し
て
い
く
講
座
を
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校

で
開
講
し
て
い
る
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
講
座
も
２
年
目
を

迎
え
て
、
特
に
地
域
の
方
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た
。
受
講

者
の
間
で
も
横
の
「
つ
な
が

り
」
が
で
き
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
目
的

で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
今
後
は
よ
り
地
域
社
会

と
の
連
携
に
重
点
を
お
い
た

展
開
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
２
０
０
８
年
度
も

法
政
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
。

今
回
は
「
コ
ー
ヒ
ー
雑
学
」

講
座
を
行
っ
た
。
ご
夫
婦
や

家
族
連
れ
の
参
加
も
見
ら
れ

た
会
場
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
と

い
う
身
近
な
飲
み
物
に
つ
い

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
豆
知
識
が

披
露
さ
れ
、
実
演
で
の
飲
み

比
べ
も
好
評
を
博
し
た
。

◎
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
ご

登
録
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

https
://w
w
w
.hosei.org/

会
員
の
ご
登
録
を
さ
れ

た
方
に
は
前
・
後
期
講
座
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
や
セ
ミ

ナ
ー
の
ご
案
内
の
ほ
か
、
ご

希
望
の
方
へ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
各
種
情
報
を
お
送
り
し

ま
す
。

◎
卒
業
生
の
方
に
は
割
引
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

送
り
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
学
は
、
教
育
機
関
と
し

て
多
く
の
個
人
情
報
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
個
人
情
報
保

護
法
（
２
０
０
５
年
４
月
全

面
施
行
）
以
前
か
ら
、
そ
の

重
要
性
に
か
ん
が
み
、
大
学

が
独
自
に
定
め
た
「
個
人
情

報
保
護
規
程
」
な
ど
の
学
内

規
程
の
下
で
保
護
・
管
理
の

徹
底
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た

２
０
０
５
年
４
月
に
は
「
法

政
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
」
を
策
定
し
た
。

今
後
と
も
学
内
体
制
や
規

程
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
法

令
改
正
、社
会
情
勢
の
変
化
、

監
査
結
果
な
ど
に
応
じ
て
継

続
的
に
改
善
し
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
・
紙
で

順
次
掲
載
し
て
い
く
。

こ
の「
法
政
大
学
報
」を
お

届
け
し
て
い
る
卒
業
生
の
個

人
情
報
に
つ
い
て
も
厳
格
な

取
り
扱
い
を
行
う
一
方
、
卒

業
後
も
本
学
と
卒
業
生
と
の

関
係
を
緊
密
に
し
、
卒
業
生

相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
に

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
業

務
委
託
な
ど
で
外
部
に
情
報

処
理
を
委
託
す
る
場
合
や
、

卒
業
生
組
織
や
卒
業
生
個
人

へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
適
切

な
管
理
・
監
督
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
確
認
を
含
め
て

厳
格
に
対
応
し
て
い
く
。

本
学
は
、
卒
業
生
カ
ー
ド

な
ど
で
卒
業
生
か
ら
取
得
し

た
氏
名
、
住
所
な
ど
の
個
人

情
報
を
、
以
下
の
理
由
の
た

め
に
利
用
し
て
い
る
。

�
大
学
か
ら
の
広
報
誌
・
紙

の
送
付
お
よ
び
大
学
の
催

し
物
な
ど
を
案
内
す
る
た

め
。

�
大
学
や
子
会
社
か
ら
講
座

の
紹
介
な
ど
の
Ｄ
Ｍ
を
発

送
す
る
た
め
。

�
卒
業
生
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

管
理
し
、
統
計
デ
ー
タ
な

ど
を
作
成
す
る
た
め
。

�
図
書
館
利
用
資
格
の
確
認

お
よ
び
連
絡
な
ど
の
た

め
。

�
卒
業
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
利
用
資
格
の
確
認

お
よ
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

実
施
の
た
め
。

�
募
金
依
頼
関
連
書
類
の
送

付
の
た
め
。

�
法
政
大
学
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

カ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
会

員
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た

め
。

�
卒
業
生
組
織
（
本
学
公
認

団
体
に
限
る
）
か
ら
の
開

示
請
求
に
応
え
る
た
め
。

	
後
援
会
組
織
か
ら
の
開
示

請
求
に
応
え
る
た
め
。



卒
業
生
（
個
人
）
か
ら
の

開
示
請
求
に
応
え
る
た
め

（
た
だ
し
理
由
が
妥
当
な

も
の
に
限
る
）
。

�
就
職
関
係
情
報
の
管
理
の

た
め
。

�
選
挙
に
お
い
て
立
候
補
者

（
予
定
者
含
む
）
の
卒
業

確
認
が
企
業
な
ど
か
ら
あ

っ
た
場
合
。



官
公
庁
か
ら
の
申
請
に
よ

り
開
示
を
必
要
と
す
る
場

合
。

�
本
学
が
発
行
す
る
広
報
誌

・
紙
に
著
名
卒
業
生
（
出

身
者
を
含
む
）
を
掲
載
す

る
た
め（
政
界
、
法
曹
界
、

官
界
、
文
芸
界
、
経
済
界
、

教
育
界
、
マ
ス
コ
ミ
界
、

美
術
界
、演
劇
・
芸
能
界
、

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
で
活
躍

し
た
、
ま
た
は
活
躍
中
の

方
々
）。

な
お
第
三
者
か
ら
の
情
報

開
示
依
頼
に
つ
い
て
は
本
学

「
個
人
情
報
開
示
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
厳
格
に

対
応
し
、
開
示
す
る
場
合
も

デ
ー
タ
項
目
を
最
小
限
に
限

定
す
る
よ
う
努
め
、
ま
た
書

面
に
て
本
人
の
確
認
を
す
る

な
ど
、
不
正
利
用
を
さ
れ
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
る
。

ま
た
、
情
報
提
供
に
際
し

て
は
適
切
な
情
報
管
理
の
た

め
の
助
言
、
指
導
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
お
問
い
合
わ
せ
】

本
学
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
法
政
大
学
総
務
部
オ

レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
校
友
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

TEL
０３（
３
２
６
４
）９
８
０
７

／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で

「「
リリ
ーー
デデ
ィィ
ンン
ググ
・・
ユユ
ニニ
ババ
ーー
シシ
テテ
ィィ
――
法法
政政
」」

募募
金金
にに
ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

遺
贈
に
よ
る
寄
付
制
度
に
つ
い
て

法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
、

卒
業
生
会
員
大
募
集
！

エエ
クク
スス
テテ
ンン
シシ
ョョ
ンン
・・

カカ
レレ
ッッ
ジジ
だだ
よよ
りり

卒
業
生
に
か
か
わ
る

個
人
情
報
の
利
用
目
的

����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

新
潟
と
東
京
に
て
開
催

卒
業
生
連
携
強
化
準
備
室
を
設
置

法政フェア
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
６
回
法
政
大
学
「
地
域

の
方
々
と
の
」
伝
統
芸
能
を

鑑
賞
す
る
集
い
が
１１
月
１５

日
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
外

濠
校
舎
６
階
薩
�
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
千
代
田
区
や

新
宿
区
の
地
域
の
方
々
と
密

接
な
連
携
を
と
り
毎
年
開
催

し
て
い
る
人
気
の
企
画
で
あ

る
。今

回
は
「
江
戸
の
華
―
話

芸
と
音
曲
―
」
と
題
し
て
、

江
戸
時
代
に
は
ど
の
町
内
に

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
寄
席

の
�
華
�
で
あ
る
話
芸
と
音

曲
に
着
目
。
芸
の
�
華
�
を

今
咲
き
誇
っ
て
い

る
講
談
・
俗
曲
・

落
語
・
義
太
夫
の

各
分
野
の
女
流
が

演
じ
る
趣
向
で
行

わ
れ
た
。

講
談
（
日
向
ひ

ま
わ
り
さ
ん
）
、

俗
曲
（
柳
家
小
菊

さ
ん
）、
落
語（
三

遊
亭
歌
る
多
さ

ん
）
で
は
軽
快
な

話
し
ぶ
り
に
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ

た
。

続
く
義
太
夫
で
は
人
間
国

宝
の
竹
本
駒
之
助
さ
ん
と
、

鶴
澤
津
賀
寿
さ
ん
に
よ
る

「
野
崎
村
の
段
」
が
披
露
さ

れ
た
。
場
面
ご
と
の
情
景
や

雰
囲
気
、
登
場
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
の
言
葉
や
喜
怒
哀

楽
の
心
情
が
絶
妙
に
表
現
さ

れ
観
客
を
魅
了
し
た
。

満
杯
と
な
っ
た
薩
�
ホ
ー

ル
は
観
客
の
熱
気
で
満
ち
あ

ふ
れ
、
伝
統
芸
能
の
奥
深
さ

に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
２

時
間
半
と
な
っ
た
。

１０
月
２０
日
か
ら
２４
日
に
か

け
て
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
外
濠
校
舎
１
階
メ
デ
ィ
ア

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
会
場
に

「
第
９
回
環
境
展
」
が
開
催

さ
れ
た
。

今
回
の
環
境
展
に
お
い
て

は
、
学
内
の
会
場
で
使
用
す

る
電
力
の
す
べ
て
に
※
グ
リ

ー
ン
電
力
（
東
京
都
・
小
水

力
）
を
使
用
し
た
。
ま
た
、

企
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
環

境
教
育
・
研
究
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
温
暖
化
、
資
源
・
リ
サ

イ
ク
ル
、
グ
リ

ー
ン
購
入
と
い

っ
た
従
来
か
ら

の
取
り
組
み
に

加
え
て
、
国
内

に
お
い
て
も
注

目
が
集
ま
っ
て

い
る
「
生
物
多

様
性
」
に
つ
い

て
特
別
展
示
を

企
画
し
た
。
さ

ら
に
環
境
を
テ

ー
マ
に
し
た
巨

大
な
芸
術
作
品

（
縦
２
ｍ
３７
�
、

横
３
ｍ
）
も
出
展
さ
れ
た
。

２３
日
に
は
、（
株
）セ
ブ
ン

＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
総
務
部
環
境
推
進
担
当
シ

ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
の
山
口
秀

和
氏
に
「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
に
お
け
る
環
境
に
対
す
る

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
い
た
だ
い
た
。

主
会
場
と
な
っ
た
メ
デ
ィ

ア
ラ
ウ
ン
ジ
を
中
心
に
、
期

間
中
、
各
会
場
は
環
境
問
題

に
関
心
を
持
つ
学
生
な
ど
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

本
学
で
は「
グ
リ
ー
ン
・
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
目
指
し

て
今
後
も
教
育
・
研
究
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。
学
内
の

環
境
意
識
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る
。

※
【
グ
リ
ー
ン
電
力
】

環
境
に
配
慮
し
た
電
力
の
概

念
。
使
用
者
が
購
入
し
た
証
書
代

金
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

に
役
立
て
ら
れ
る
。

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

イ
ン
カ
レ
団
体
優
勝

１０
月
初
旬
に
石
川
県
で
開

催
さ
れ
た
第
５９
回
全
日
本
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）
で
、
男
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
１３
年
ぶ
り

の
優
勝
を
飾
っ
た
。

決
勝
で
は
ラ
イ
バ
ル
の
日

本
体
育
大
学
を
３
対
１
で
下

し
た
。
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
で

藤
田
真
生
選
手
、
堀
川
善
生

選
手
（
と
も
に
経
済
学

部
４
年
）
、
小
松
崎
祐

也
選
手
（
同
３
年
）
の

３
人
が
ベ
ス
ト
８
に
勝

ち
残
っ
た
。
堀
川
・
藤

田
組
は
ダ
ブ
ル
ス
で
も

ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。

同
大
会
で
は
女
子
も

団
体
で
３
位
に
入
り
、

ダ
ブ
ル
ス
で
は
原
麻
衣

子
（
国
際
文
化
学
部
２

年
）
・
矢
野
智
恵
美
（
文
学

部
１
年
）
組
が
準
優
勝
に
輝

い
て
い
る
。

兒
嶋
昇
総
監
督
と
部
員
た

ち
は
１０
月
３１
日
、
増
田
総
長

を
表
敬
訪
問
。
「
決
勝
で
は

わ
れ
わ
れ
の
執
念
が
勝
り
ま

し
た
」
と
兒
嶋
総
監
督
が
報

告
、
選
手
た
ち
も
「
母
校
を

背
負
っ
て
勝
て
た
の
が
誇

り
」
な
ど
と
話
し
た
。
増
田

総
長
も
「
大
変
に
喜
ば
し
い

こ
と
。
連
覇
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を

み
せ
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
フ
ル
ー

レ
、
サ
ー
ブ
ル
で
団
体
優
勝

個
人
で
も
見
延
選
手
が
栄
冠

１１
月
に
京
都
府
で
行
わ
れ

た
第
４８
回
全
日
本
大
学
対
抗

選
手
権
大
会
な
ら
び
に
第
５８

回
全
日
本
学
生
個
人
選
手
権

大
会
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
男

子
が
フ
ル
ー
レ
団
体
、
サ
ー

ブ
ル
団
体
の
２
部
門
で
見
事

優
勝
を
飾
っ
た
。
エ
ペ
団
体

も
３
位
に
入
賞
し
た
。

同
大
会
で
の
優
勝
は
、
フ

ル
ー
レ
が
６
年
連
続
２３
度

目
、
サ
ー
ブ
ル
が
７
年
連
続

１５
度
目
の
快
挙
。

個
人
戦
で
も
エ
ペ
で
見
延

和
靖
選
手
（
法
学
部
３
年
）

が
優
勝
。
ま
た
、
フ
ル
ー
レ

で
目
黒
友
薫
選
手
（
経
営
学

部
３
年
）
が
２
位
、
藤
野
大

樹
選
手
（
法
学
部
３
年
）
が

５
位
、
サ
ー
ブ
ル
で
田
中
瞬

選
手
（
法
学
部
４
年
）
が
３

位
と
大
活
躍
だ
っ
た
。

内
田
選
手
が
北
京
五
輪
男
子

４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
７

位
入
賞

北
京
五
輪
競
泳
４
×
２
０

０
ｍ
リ
レ
ー
の
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
に
内
田
翔
選
手
（
人

間
環
境
学
部
３
年
）
が
第
２

泳
者
と
し
て
参
加
。
決
勝
で

７
分
１０
秒
３１
の
タ
イ
ム
で
７

位
入
賞
を
果
た
し
た
。
同
予

選
で
は
７
分
９
秒
１２
の
日
本

記
録
を
出
し
て
い
る
。

同
種
目
で
の
日
本
の
決
勝

進
出
は
東
京
五
輪
以
来
。
内

田
選
手
は
２
０
０
ｍ
自
由
形

に
も
出
場
。
予
選
敗
退
も
、

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
泳

ぎ
を
見
せ
た
。

野
球
部
の
小
松
投
手
が
ド
ラ

フ
ト
で
広
島
か
ら
指
名

１０
月
３０
日
に
開
か
れ
た
プ

ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
、
野
球
部
の
小
松
剛
投
手

（
文
学
部
４
年
）
が
広
島
東

洋
カ
ー
プ
か
ら

３
巡
目
で
指
名

さ
れ
た
。
小
松

投
手
は
、
高
知

県
室
戸
高
校
出

身
。
「
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
の
夢

だ
っ
た
の
で
、
指
名
を
受
け

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
小

松
選
手
。
多
く
の
本
学
出
身

の
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
、
プ

ロ
野
球
界
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ

ン
タ
ー
は
調
査
研
究
や
指
導

・
助
言
を
行
う
機
関
と
し
て

本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
の

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

一
方
で
近
年
で
は
市
民
向

け
の
公
開
講
座
や
各
種
ス
ポ

ー
ツ
教
室
に
も
注
力
し
て
い

る
。
０８
年
度
は
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
の
近
隣
住
民
を
対
象
に

７
月
に
テ
ニ
ス
講
座
、
１０
月

に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座
、
１１

月
に
野
球
教
室
（
少
年
チ
ー

ム
対
象
）
を
開
催
し
た
。

こ
の
ほ
か
町
田
市
と
連
携

し
「
テ
ニ
ス
」（
全
８
回
）、

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」（
同
）「
世

界
の
ダ
ン
ス
」（
全
５
回
）

の
各
教
室
を
開
催
。
ま
た
、

八
王
子
市
の
「
こ
ど
も
体
験

塾
」
事
業
の
一
環
と
し
て
１０

月
に
親
子
テ
ニ
ス

教
室
、
１２
月
に
サ

ッ
カ
ー
教
室
（
親

子
・
チ
ー
ム
別
に

実
施
）
を
開
催
し

た
。こ

れ
ら
の
受
講

者
は
小
学
１
年
生

か
ら
最
高
６９
歳
ま

で
の
幅
広
い
年
齢

層
で
、
総
数
は
７

０
０
人
を
超
え
た
。

セ
ン
タ
ー
の
神
和
住
純
所

長
（
工
学
部
教
授
）
は
「
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
豊
富
な
体

育
施
設
を
有
効
利
用
し
、
地

域
に
も
貢
献
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
実
技
指
導

に
は
各
競
技
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
教
員
の
ほ
か
、
補

助
と
し
て
体
育
会
の
現
役
部

員
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
や
初
心
者
へ
の
直
接
の

コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、
部
員
た

ち
に
と
っ
て
も
�
実
習
�
的

な
効
果
が
あ
り
ま
す
」
と
話

す
。
地
域
交
流
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
相
乗
効
果
は
高
い
。

さ
ら
に
、
八
王
子
市
民
水

泳
大
会
へ
の
会
場
提
供
も
０８

年
で
４
回
目
を
数
え
た
。
陸

上
競
技
部
の
苅
部
俊
二
監
督

（
文
学
部
准
教
授
）
を
中
心

に
小
中
学
生
に
陸
上
競
技
の

基
礎
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

う
「
法
政
ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽

部
」
も
約
６０
人
が
参
加
し
好

評
展
開
し
て
い
る
。

「
想
像
力
豊
か
な
人
間
の

育
成
も
心
身
の
健
全
さ
が
あ

っ
て
こ
そ
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

促
進
の
み
な
ら
ず
組
織
強
化

や
施
設
充
実
に
も
い
っ
そ
う

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

神
和
住
所
長
は
強
調
し
た
。

今
後
は
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
置
を
準
備
し
て
い

る
。

ラ
グ
ビ
ー
場
に
人
工
芝
敷
設

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ラ

グ
ビ
ー
場
の
人
工
芝
敷
設
工

事
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
、
緑
の

人
工
芝
へ
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。今

回
の
工
事
で
は
約
１
万

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
透
水
性
の
人
工
芝
お
よ

び
雨
水
排
水
設
備
を
敷
設
し

た
。
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
は
取
り

外
し
可
能
で
体
育
授
業
な
ど

多
目
的
に
使
用
で
き
る
。

こ
の
、
新
し
く
な
っ
た
ラ

グ
ビ
ー
場
で
９
月
２８
日
、
関

東
大
学
リ
ー
グ
戦
の
日
本
大

学
戦
が
行
わ
れ
、
本
学
は
２０

対
０
の
零
封
勝
利
で
見
事
に

こ
け
ら
落
と
し
の
試
合
を
飾

っ
た
。

（
０７
年
１２
月
〜
０８
年
１１
月
）

■
国
内
主
要
大
会
で
優
勝

【
ボ
ク
シ
ン
グ
部
】

▽
お
お
い
た
国
体
ボ
ク
シ
ン

グ
男
子
成
年
／
バ
ン
タ
ム
級

�
丸
亀
光
（
法
学
部
１
年
）

▽
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手

権
／
バ
ン
タ
ム
級
�
丸
亀
光

【
自
転
車
競
技
部
】

▽
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手

権
ト
ラ
ッ
ク
・
レ
ー
ス
／
４

�
個
人
追
抜
男
子
�
穂
苅
大

地
（
経
営
学
部
３
年
）

▽
全
日
本
学
生
選
手
権
／
５

０
０
ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

女
子
・
ス
プ
リ
ン
ト
女
子
�

岡
希
美
（
法
学
部
４
年
）

▽
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

／
ト
ラ
ッ
ク
種
目
４
�
個
人

追
抜
男
子
�
穂
苅
大
地
／
ス

プ
リ
ン
ト
女
子
・
５
０
０
ｍ

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
女
子
�

岡
希
美

【
水
泳
部
】

▽
日
本
学
生
選
手
権
／
自
由

形
男
子
２
０
０
ｍ
・
同
４
０

０
ｍ
�
内
田
翔
（
人
間
環
境

学
部
３
年
）
／
平
泳
ぎ
男
子

１
０
０
ｍ
�
松
枝
孝
男
（
経

済
学
部
３
年
）
／
平
泳
ぎ
男

子
２
０
０
ｍ
�
大
塚
一
輝

（
人
間
環
境
学
部
２
年
）
／

バ
タ
フ
ラ
イ
男
子
２
０
０
ｍ

�
金
田
和
也
（
社
会
学
部
３

年
）

【
陸
上
競
技
部
】

▽
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人

選
手
権
／
男
子
４
０
０
ｍ
�

宮
沢
洋
平（
社
会
学
部
４
年
）

▽
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
／

男
子
４
０
０
ｍ
�
金
丸
祐
三

（
現
代
福
祉
学
部
３
年
）

▽
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
／
男
子
４
０
０
ｍ
�

金
丸
祐
三
（
現
代
福
祉
学
部

３
年
）
／
男
子
４
×
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
�
（
森
政
朗
、
清

水
翔
吾
、
宮
沢
洋
平
、
金
丸

祐
三
）
／
男
子
三
段
跳
�
十

亀
慎
也
（
経
済
学
部
４
年
）

／
男
子
砲
丸
投
�
山
田
壮
太

郎
（
現
代
福
祉
学
部
３
年
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】

▽
全
日
本
学
生
王
座
決
定
戦

／
男
子
団
体
フ
ル
ー
レ
、
男

子
団
体
エ
ペ

▽
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

�
男
子
団
体
フ
ル
ー
レ
、
男

子
団
体
サ
ー
ブ
ル

▽
全
日
本
学
生
個
人
選
手
権

／
男
子
エ
ペ
�
見
延
和
靖

（
法
学
部
３
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

▽
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
／
男
子
団
体

【
重
量
挙
部
】

▽
全
日
本
大
学
対
抗
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
／

８５
�
級
�
田
中
裕
人
（
卒
業

・
大
会
当
時
法
学
部
４
年
）

【
弓
道
部
】

▽
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権

／
男
子
団
体

■
国
際
大
会
の
主
な
記
録

【
水
泳
部
】

▽
北
京
五
輪
／
水
泳
男
子
２

０
０
ｍ
自
由
形
予
選
出
場
・

男
子
４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

７
位
�
内
田
翔
（
人
間
環
境

学
部
３
年
）

【
野
球
部
】

▽
世
界
大
学
野
球
選
手
権

（
チ
ェ
コ
）
日
本
代
表
２
位

�
武
内
久
士
（
投
手
・
経
営

学
部
３
年
）

【
陸
上
競
技
部
】

▽
北
京
五
輪
／
男
子
４
０
０

ｍ
予
選
出
場
�
金
丸
祐
三

（
現
代
福
祉
学
部
３
年
）

▽
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）
／
１
０
０
ｍ
予

選
出
場
・
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
４
位
�
小
林
雄
一
（
経

済
学
部
１
年
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
】

▽
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
国
際
男
子

フ
ル
ー
レ
団
体
戦
２
位
・
個

人
戦
出
場
�
藤
野
大
樹
（
法

学
部
３
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

▽
世
界
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
／

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
混
合
ダ
ブ

ル
ス
出
場
�
堀
川
善
生
（
経

済
学
部
４
年
）
／
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
�

藤
田
真
生（
経
済
学
部
４
年
）

／
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
混
合
ダ

ブ
ル
ス
�
皆
川
友
依
（
国
際

文
化
学
部
３
年
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】

▽
世
界
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
（
ギ
リ
シ
ャ
）
／
女
子

５５
�
級
５
位
入
賞
�
平
田
幸

子
（
文
学
部
２
年
）

【
ゴ
ル
フ
部
】

▽
日
米
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
選

手
権
／
女
子
団
体
３
位
／
女

子
個
人
�
綾
田
紘
子
（
文
学

部
３
年
）
８
位
タ
イ

「
第
９
回
環
境
展
」を
開
催

活
躍
す
る
体
育
会

主
要
大
会

結
果

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動

公
開
講
座
な
ど
で
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
貢
献

「
地
域
の
方
々
と
の
」

伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
集
い

「躍進する体育会
に今年も温かいご
声援をお願いいた
します！」

リーグ戦での小松投手

義太夫の竹本駒之助さん（左）と鶴澤津賀寿さん

百花繚乱の女流の皆さん

表敬訪問で優勝旗を掲げ記念撮影

生
物
多
様
性
ブ
ー
ス
と
巨

大
環
境
芸
術
作
品

メディアラウンジの展示風景

山
口
氏
の
講
演
会
の
様
子

親子テニス教室での神和住所長の
コーチング

越部社会学部准教授によるダンス教室

（１２）第３３号 ２００９（平成２１）年１月１日（木）法 政 大 学 報


